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那
須
烏
山
市
第
2
次
総
合
計
画

那
須
烏
山
市
第
2
次
総
合
計
画 
をを
策
定
策
定

地地
域域
のの
魅魅
力力
とと
活活
力力
にに
ああ
ふふ
れれ
るる
暮暮
らら
しし
やや
すす
いい
まま
ちち
をを
目目
指指
しし
てて
……

　

市
で
は
、
平
成　

年
3
月
に
「
那
須
烏
山
市
総
合
計

20

画
」
を
策
定
し
、「
み
ん
な
の
知
恵
と
協
働
に
よ
る
供
ひ

か
り
輝
く
僑
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
に
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
本
市
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
情
勢
は
、
想

定
を
上
回
る
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
大
き
く
変

化
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
た
う
え

で
、
本
市
の
地
域
特
性
や
資
源
を
最
大
限
に 
活 
か
し
た

い

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
共
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
主

体
と
な
る
市
民
や
事
業
者
、
行
政
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
認
識
し
、
目
指
す
べ
き
市
の
将
来
像
を
実
現
す

る
た
め
の
新
た
な
指
針
と
な
る
「
那
須
烏
山
市
第
2
次

総
合
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

第
2
次
総
合
計
画
は
、
前
総
合
計
画
の
基
本
理
念
を

継
承
し
た
う
え
で
、「
地
域
の
魅
力
と
活
力
に
あ
ふ
れ

る
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
供
那
須
烏
山
市
僑」
を
将
来
像

に
掲
げ
、
そ
の
実
現
に
向
け
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、「
第
2
次
総
合
計
画
」
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
総
合
政
策
課
緯
0

2
8
7－

　

－

1
1
1
2
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

83
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第
2
次
総
合
計
画
は
、
長
期
的
な
視
点
に

立
っ
た
計
画
的
な
市
政
運
営
を
進
め
る
観
点

か
ら
、
本
市
の
目
指
す
べ
き
将
来
像
を
描
き
、

そ
の
実
現
に
向
け
た
基
本
的
な
考
え
方
や
目

標
、
具
体
的
な
内
容
を
示
し
た
「
ま
ち
づ
く

り
の
指
針
」
と
す
る
た
め
、「
基
本
指
針
（
平

成　

年
度
か
ら　

年
度
ま
で
の
5
年
間
）」と

30

34

「
実
施
計
画
（
3
年
間
の
事
務
事
業
を
示
し

た
も
の
）」
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　

基
本
指
針
は
「
本
市
の
将
来
像
（
基
本
構

想
）」
と
「
将
来
像
実
現
に
向
け
た
計
画
（
基

本
計
画
）」に
よ
る
2
部
構
成
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
実
施
計
画
は
、
基
本
計
画
を
達

成
す
る
た
め
に
必
要
な
主
要
事
業
を
具
体
的

に
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
毎
年
、
ロ
ー
リ
ン
グ

に
よ
り
見
直
し
を
行
い
ま
す
。（
表
1
参
照
）

計
画
の
構
成
と
期
間

　

計
画
策
定
に
あ
た
り
、
市
総
合
政
策
審
議

会
に
よ
り
意
見
・
提
言
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

市
民
を
対
象
と
し
た
市
民
意
向
調
査
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
を
反
映
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
（
平
成　

年
3
月
）」
策
定
時
に
お
い

28

て
、「
若
い
世
代
や
高
校
生
の
こ
れ
か
ら
の

生
活
に
関
す
る
意
識
調
査
」
を
実
施
し
て
お

り
、
そ
の
際
に
把
握
し
た
人
口
減
少
の
抑
制
、

雇
用
の
場
の
創
出
、
若
い
世
代
の
結
婚
・
出

産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
環
境
づ
く

り
な
ど
に
対
す
る
意
向
結
果
も
反
映
し
て
い

ま
す
。

市
民
の
意
見
な
ど
の
反
映

▶

表　：「第　次総合計画」の基本構成1 2

計画の基本理念

実施計画

1　少子高齢化・人口減少
2　市民との協働によるまちづくり
3　安心して暮らせる地域づくり
4　地域資源を活用したまちづくり、ひとづくり

5　地域産業・経済を取り巻く状況変化
6　安心安全なまちづくり
7　財政状況
8　老朽化の進む公共施設

̶時代の潮流からみた本市の課題̶

①安心できる子育てと健康な暮らしを支え合うまちづくり【健康・福祉分野】
②夢を持ち、夢の実現に向けて歩む力をはぐくむまちづくり【教育・文化分野】
③地域資源の魅力創出と産業活力による賑わいあふれるまちづくり【経済産業分野】
④定住を促し安全で暮らしやすいまちづくり【住環境・都市基盤・防災・環境分野】
⑤市民と共に築く持続可能なまちづくり【協働・行政経営分野】

̶将来像実現のための基本目標̶

【将来の人口フレーム】
目標人口

2040年に20,000人
2060年に16,000人
程度を維持する。

○将来都市構造
○財政フレーム
○公共施設等総合管理計画

基本指針

みんなの知恵と協働による“ひかり輝く”まちづくりみんなの知恵と協働による“ひかり輝く”まちづくりみんなの知恵と協働による“ひかり輝く”まちづくり

まちの目指すべき姿：5年後の本市の目指すべき将来像

政　策

重点施策に関する事務事業

施策（＝重点的取り組み）

地域の魅力と活力にあふれる　暮らしやすいまち“那須烏山市”地域の魅力と活力にあふれる　暮らしやすいまち“那須烏山市”地域の魅力と活力にあふれる　暮らしやすいまち“那須烏山市”

第1部　本市の将来像【基本構想】第1部　本市の将来像【基本構想】第1部　本市の将来像【基本構想】第1部　本市の将来像【基本構想】

第2部　将来像実現に向けた計画【基本計画】第2部　将来像実現に向けた計画【基本計画】第2部　将来像実現に向けた計画【基本計画】第2部　将来像実現に向けた計画【基本計画】

にぎ



【
基
本
目
標
1
】
安
心
で
き
る
子
育
て
と

健
康
な
暮
ら
し
を
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り
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「
み
ん
な
の
知
恵
と
協
働
に
よ
る供
ひ
か
り

輝
く
僑
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
と
し
、

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
現
状
・
課
題
、「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
よ

る
目
標
な
ど
を
踏
ま
え
、
市
民
と
一
体
と

な
っ
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

む
た
め
、
5
年
後
の
目
指
す
べ
き
ま
ち
の
将

来
像
を
掲
げ
ま
す
。（
表
2
参
照
）

ま
ち
の
目
指
す
べ
き
姿

将
来
像
実
現
の
た
め
の

5
つ
の
基
本
目
標

▶

表2：本市の目指すべき姿

　

本
市
の
目
指
す
べ
き
将
来
像
を
実
現
す
る

た
め
に
、「
健
康
・
福
祉
」「
教
育
・
文
化
」

「
経
済
産
業
」「
住
環
境
・
都
市
基
盤
・
防

災
・
環
境
」「
協
働
・
行
政
経
営
」
の
5
つ

の
分
野
ご
と
に
基
本
目
標
を
掲
げ
ま
す
。

◇
若
い
世
代
が
結
婚
を
前
向
き
に
と
ら
え
ら

れ
る
意
識
の
醸
成
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期

に
至
る
ま
で
の
各
段
階
に
応
じ
た
多
様
な
支

援
な
ど
、
切
れ
目
な
く
提
供
し
て
い
く
体
制

の
充
実
を
図
り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

◇
医
療
・
保
健
・
福
祉
の
総
合
的
支
援
体
制

と
地
域
全
体
で
支
え
合
う
仕
組
み
の
充
実
を

図
り
、
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

自
分
ら
し
く
生
き
が
い
を
も
っ
た
暮
ら
し
が

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

【
基
本
目
標
2
】夢
を
持
ち
、
夢
の
実
現
に

向
け
て
歩
む
力
を
は
ぐ
く
む
ま
ち
づ
く
り

◇
学
ぶ
こ
と
の
意
義
を
理
解
し
意
欲
を
も
っ

て
幅
広
い
知
識
と
教
養
を
身
に
付
け
、
豊
か

な
心
や
た
く
ま
し
く
し
な
や
か
に
生
き
る
た

め
の
健
康
、
体
力
を
身
に
付
け
た
子
ど
も
の

育
成
を
目
指
し
ま
す
。

◇
自
己
の
人
格
を
磨
き
、
豊
か
な
人
生
を
送

る
た
め
、
文
化
的
教
養
を
高
め
、
ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
み
、
健
康
な
市
民
の
育
成
を
目
指
す

生
涯
学
習
社
会
の
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

【
基
本
目
標
3
】
地
域
資
源
の
魅
力
創
出

と
産
業
活
力
に
よ
る 
賑 
わ
い
あ
ふ
れ
る
ま

に
ぎ

ち
づ
く
り

◇
地
域
資
源
や
立
地
の
特
性
を
活
か
し
た
産

業
振
興
や
安
定
し
た
魅
力
あ
る
雇
用
創
出
を

図
る
と
と
も
に
、
や
り
が
い
と
充
実
感
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
の
実
現
に
取
り
組
み
、
活
力
に
よ
る

賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

◇
本
市
の
豊
か
な
自
然
と
貴
重
な
文
化
・
歴

史
資
源
の
魅
力
の
発
信
を
強
化
し
、
多
く
の

人
を
ひ
き
つ
け
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

【
基
本
目
標
4
】
定
住
を
促
し
安
全
で
暮

ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

◇
本
市
の
魅
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し
、
市

内
在
住
者
が
「
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」
と
し

て
、
ま
た
、
市
外
か
ら
は
新
た
な
定
住
の
場

と
し
て
多
く
の
人
に
訪
れ
て
も
ら
い
、
豊
か
な
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自
然
や
歴
史
・
文
化
に
触
れ
、
他
で
は
味
わ
う

こ
と
の
で
き
な
い
魅
力
に
よ
り
「
住
み
た
い
ま

ち
」と
な
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

◇
時
代
に
即
し
た
都
市
環
境
の
形
成
や
交
通

機
能
の
充
実
、
日
々
の
生
活
の
安
全
・
安
心

の
確
保
な
ど
、
暮
ら
し
の
利
便
性
を
高
め
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

◇
本
市
の
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
・
活
用

を
図
る
と
と
も
に
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の

推
進
に
よ
り
、
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

　

将
来
の
人
口
フ
レ
ー
ム
に
つい
て
は
、「
総
合

戦
略
」の
人
口
ビ
ジ
ョン
に
基
づ
き
、
平
成　

年
52

（
2
0
4
0
年
）
に
2
万
人
、　

年
（
2
0
6

72

0
年
）
に
1
万
6
千
人
の
人
口
規
模
を
設
定

し
ま
す
。計
画
期
間
の
5
年
間
の
推
移
を
想

定
す
る
と
、　

年（
2
0
2
2
年
）の
人
口
は

34

約
2
万
5
千
人
と
な
り
ま
す
。

　

将
来
の
都
市
構
造
に
つ
い
て
は
、
2
つ
の

将
来
の
人
口
フ
レ
ー
ム
と

都
市
構
造

　

本
市
が
目
指
す
べ
き
将
来
像
の
実
現
に
向

政
策
・
施
策
の
基
本
方
向

市
街
地
の
適
正
な
機
能
分
担
・
連
携
の
強
化
、

居
住
環
境
の
向
上
や
産
業
の
振
興
に
資
す
る

土
地
利
用
の
誘
導
、
市
内
や
都
市
間
の
交

流
・
連
携
を
高
め
る
連
携
軸
の
整
備
に
よ
り
、

市
域
の
一
体
的
発
展
が
図
ら
れ
る
よ
う
設
定

し
て
い
ま
す
。（
表
3
、
4
参
照
）

け
た
「
5
つ
の
基
本
目
標
」
を
達
成
す
る
た

め
、
政
策
の
基
本
的
な
方
向
及
び
政
策
の
柱
、

そ
し
て
重
点
的
に
取
り
組
む
施
策
を
掲
げ
、

ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、　

の
政
策
、　

の
政
策
の
柱
、

20

62

1
1
0
の
重
点
施
策
、
2
4
2
の
重
点
施
策

に
関
す
る
主
要
事
業
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
政
策
、
施
策
な
ど
を
展

開
す
る
に
あ
た
り
、
3
つ
の
視
点
（
①
市
民

と
向
き
合
う
全
員
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
②
厳
し
い
財
政
状
況
の
立
て
直
し
③
広
域

的
な
自
治
体
間
の
連
携
の
強
化
）
と
、
4
つ

の
取
り
組
み
（
①
将
来
を
見
据
え
た
計
画
的

な
施
策
の
展
開
②
横
断
的
な
政
策
・
施
策
の

展
開
③
成
果
指
標
の
設
定
及
び
P
D
C
A
サ

イ
ク
ル
の
確
立
④
中
長
期
財
政
計
画
の
見
直

し
及
び
財
源
の
確
保
）
を
基
本
に
計
画
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。（
次
ペ
ー
ジ
一
覧
参
照
）

▶

表3：将来の人口フレーム

計画期間

老年人口

老年人口
生産年齢人口
年少人口
総人口

8,900
15,600
2,900
27,400

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0
2015
H27

生産年齢人口 年少人口 総人口

9,000
15,200
2,800
27,100

2016
H28

9,100
14,900
2,800
26,700

2017
H29

9,200
14,500
2,700
26,400

2018
H30

9,300
14,200
2,600
26,100

2019
H31

9,400
13,800
2,600
25,800

2020

9,400
13,500
2,600
25,400

2021

9,400
13,200
2,500
25,100

2022

9,400
12,900
2,500
24,800

2023

9,400
12,600
2,500
24,500

2024

9,400
12,400
2,400
24,200

2025

▶

表4：将来都市構造

JR烏山線JR烏山線JR烏山線

にぎわいと文化の清流ゾーンにぎわいと文化の清流ゾーン

豊かな暮らしの丘ゾーン豊かな暮らしの丘ゾーン

都市活動拠点エリア都市活動拠点エリア

都市軸都市軸

活力軸活力軸

交流軸交流軸

清流ネットワーク清流ネットワーク

都市生活拠点エリア都市生活拠点エリア

活力あふれる交流の里ゾーン活力あふれる交流の里ゾーン

自然とふれあう八溝の森ゾーン自然とふれあう八溝の森ゾーン

鴻野山鴻野山鴻野山 南那須市街地南那須市街地南那須市街地

大金大金大金

小塙小塙小塙
滝滝

烏山烏山烏山

国道294号国道294号国道294号

国道293号国道293号国道293号

那珂川那珂川那珂川

那珂川町那珂川町那珂川町

荒川荒川荒川

烏山市街地烏山市街地烏山市街地

【
基
本
目
標
5
】
市
民
と
共
に
築
く
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り

◇
地
域
や
市
民
と
の
協
働
を
推
進
し
、
市
民

に
開
か
れ
た
行
政
経
営
の
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

◇
多
様
な
市
民
の
ニ
ー
ズ
や
時
代
の
変
化
に

対
応
す
る
た
め
、
限
ら
れ
た
資
源
や
財
源
の

中
で
、
効
率
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
図
り
、

持
続
可
能
で
自
立
的
な
行
政
経
営
の
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
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基
本
目
標

基
本
目
標
11

安
心
で
き
る
子
育
て

安
心
で
き
る
子
育
て
とと

健
康
な
暮
ら
し
を
支
え
合
う
ま
ち
づ
く

健
康
な
暮
ら
し
を
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
りり

「
5
つ
の
基
本
目
標
」を
達
成
す
る
た
め
の
政
策
の

基
本
的
な
方
向
及
び
政
策
の
柱

 
政
策
2－

1  
学
校
教
育
の
充
実

　

本
市
の
子
ど
も
た
ち
が
、
幅
広
い
知
識
と

教
養
を
身
に
付
け
る
と
と
も
に
、
地
域
と
連

携
し
た
郷
土
愛
を
育
む
学
習
機
会
の
拡
充
や

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍
で
き
る
多
様
な
人

材
を
育
成
す
る
学
校
教
育
の
推
進
な
ど
、
特

色
あ
る
教
育
・
学
習
機
会
の
提
供
を
図
り
な

が
ら
学
力
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

基
本
目
標

基
本
目
標
22

夢
を
持
ち
、
夢
の
実
現
に
向
け

夢
を
持
ち
、
夢
の
実
現
に
向
け
てて

歩
む
力
を
は
ぐ
く
む
ま
ち
づ
く

歩
む
力
を
は
ぐ
く
む
ま
ち
づ
く
りり

政
策
の
柱
◆
生
涯
学
習
活
動
及
び
環
境
の
充

実
◆
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
◆
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
推
進
◆
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実

政
策
2－

3  
文
化
の
振
興

　

文
化
芸
術
活
動
へ
の
支
援
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
「
烏
山
の
山
あ
げ
行
事
」
な
ど
の
歴

史
的
、
伝
統
的
文
化
を
保
護
、
継
承
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
貴
重
な
文
化
的
、
自
然
的
資

源
を
活
用
し
た
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
活
動
と
連

携
し
、
幅
広
い
文
化
振
興
に
取
り
組
み
ま
す
。

政
策
の
柱
◆
歴
史
・
文
化
・
伝
統
を
育
む
環

学
校
施
設
の
充
実
と
適
正
配
置
◆
高
等
学
校

教
育
の
支
援

 
政
策
2－

2  
生
涯
学
習
の
充
実

　

豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め
、
文
化
的
な
教

養
を
高
め
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
な
が
ら
健

や
か
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る
生
涯
学
習
の
充

実
に
向
け
て
、
い
つ
で
も
自
由
に
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
学
習
機
会
の
充
実
と
健
康
の
維

 
政
策
4－

1  
住
環
境
の
充
実

　

地
域
の
特
性
や
人
口
規
模
に
見
合
っ
た
都

市
基
盤
の
整
備
と
日
常
生
活
の
中
で
容
易
に

移
動
で
き
る
交
通
手
段
の
確
保
に
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
憩
い
の
場
で
あ
る
公

園
・
緑
地
等
の
維
持
管
理
の
体
制
づ
く
り
、

定
住
支
援
や
空
き
家
活
用
な
ど
居
住
環
境
の

確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

政
策
の
柱
◆
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
基
本
と

し
た
ま
ち
の
形
成
◆
公
共
交
通
環
境
の
充
実

◆
良
質
な
住
環
境
と
市
民
の
憩
い
の
場
の
環

境
づ
く
り
◆
定
住
支
援
の
充
実

 
政
策
4－

2  
道
路
交
通
網
の
整
備

　

本
市
の
将
来
都
市
構
造
に
よ
る
道
路
交
通

の
役
割
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
円
滑
な

交
通
の
確
保
に
向
け
て
、
計
画
的
か
つ
効
率

的
な
道
路
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

定
期
的
な
点
検
、
計
画
的
な
補
修
を
行
う

「
予
防
保
全
型
」
の
維
持
管
理
に
転
換
し
、

道
路
施
設
等
の
長
寿
命
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

政
策
の
柱
◆
効
率
的
・
効
果
的
な
道
路
整
備

◆
道
路
・
橋
り
ょ
う
管
理
の
充
実

 
政
策
4－

3  
上
下
水
道
の
整
備

　

上
水
道
・
簡
易
水
道
事
業
の
統
合
再
編
や

計
画
的
な
水
道
施
設
・
設
備
の
維
持
管
理
、

上
水
道
会
計
の
経
営
の
健
全
化
に
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
公
共
下
水
道
事
業
の
推
進
や

合
併
浄
化
槽
の
普
及
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、

下
水
道
事
業
等
会
計
の
経
営
の
健
全
化
に
取

り
組
み
ま
す
。

政
策
の
柱
◆
安
定
し
た
水
の
供
給
◆
公
共
下

水
・
集
落
排
水
の
推
進
◆
合
併
浄
化
槽
の
普

及
促
進

 
政
策
4－

4  
地
域
情
報
化
の
推
進

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
S
N
S
に
よ
る
情
報
発

信
の
強
化
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
活
用
し

た
I
C
T
の
利
活
用
、
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム

の
再
構
築
等
に
よ
り
地
域
情
報
化
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
や

統
合
型
G
I
S
導
入
等
に
向
け
た
行
政
情
報

化
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

政
策
の
柱
◆
地
域
情
報
化
の
推
進
◆
行
政
情

報
化
の
推
進

 
政
策
4－

5  
消
防
・
交
通
・
防
犯
対
策
の
推
進

　

自
主
防
災
組
織
の
育
成
や
防
災
シ
ス
テ
ム

の
再
構
築
等
に
よ
る
防
災
対
策
の
推
進
、
消

防
団
員
の
確
保
・
活
動
の
充
実
や
災
害
時
の

業
務
継
続
計
画
、
福
祉
避
難
所
の
行
動
計
画

の
策
定
に
よ
る
災
害
時
の
対
応
力
の
強
化
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
防
犯
体
制
の
強
化
、
交

通
安
全
対
策
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

政
策
の
柱
◆
防
災
対
策
の
推
進
◆
災
害
対
応

力
の
強
化
◆
防
犯
対
策
の
推
進
◆
交
通
安
全

対
策
の
推
進

 
政
策
4－

6  
自
然
・
生
活
環
境
の
保
全

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
や
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
推
進
、
さ
ら
に
、
元
気
な
森
づ
く

り
県
民
税
を
活
用
し
た
里
山
林
の
整
備
に
よ

る
自
然
環
境
の
保
全
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
を
図
る
と
と
も
に
、
那

珂
川
町
と
連
携
し
た
ゴ
ミ
処
理
施
設
・
し
尿

処
理
施
設
の
整
備
を
検
討
し
ま
す
。

政
策
の
柱
◆
自
然
環
境
の
保
全
・
活
用
◆
生

活
環
境
の
保
全

定
住
を
促
し
安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

定
住
を
促
し
安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
りり

 
政
策
1－

1  
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て

支
援
の
充
実

　

未
婚
化
・
晩
婚
化
・
晩
産
化
な
ど
の
進
行

に
よ
る
年
少
人
口
の
減
少
に
歯
止
め
を
掛
け

る
た
め
、
若
い
世
代
が
結
婚
や
子
育
て
に
対

し
て
抱
く
希
望
が
か
な
え
ら
れ
る
よ
う
、
地

域
全
体
で
応
援
す
る
意
識
の
醸
成
や
結
婚
・

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
を
支
え
て
い
く
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

政
策
の
柱
◆
結
婚
及
び
婚
活
支
援
の
充
実
◆

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
の
切
れ
目
の
な
い
支

援
体
制
の
充
実
◆
保
育
の
質
・
量
の
充
実
◆

子
育
て
に
関
わ
る
経
済
的
負
担
の
軽
減

 
政
策
1－

2  
健
康
・
保
健
・
医
療
の
充
実

　

医
療
費
削
減
に
向
け
た
健
康
づ
く
り
と
、

地
域
医
療
の
拠
点
で
あ
る
那
須
南
病
院
の
機

能
充
実
と
し
て
、
婦
人
科
の
創
設
等
を
検
討

し
ま
す
。
ま
た
、
在
宅
医
療
が
可
能
と
な
る

地
域
医
療
体
制
の
機
能
充
実
や
普
及
啓
発
を

図
り
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
健
や
か
に
生
活

で
き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

政
策
の
柱
◆
健
康
づ
く
り
の
推
進
と
健
康
支

援
◆
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
地

域
医
療
体
制
の
充
実
◆
国
民
健
康
保
険
の
適

正
運
営

政
策
1－

3  
障
が
い
者
・
高
齢
者
の
福
祉
の
充
実

　

障
が
い
者
・
高
齢
者
を
地
域
全
体
で
支
え

合
う
仕
組
み
づ
く
り
と
自
分
ら
し
く
地
域
の

中
で
活
躍
で
き
る
生
き
が
い
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
介
護
保
険
事
業
の
適
正

な
サ
ー
ビ
ス
運
営
や
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
適
正
な
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

政
策
の
柱
◆
障
が
い
者
の
自
立
支
援
及
び
生

き
が
い
づ
く
り
の
推
進
◆
高
齢
者
の
自
立
支

援
及
び
生
き
が
い
づ
く
り
の
推
進
◆
介
護
保

険
制
度
の
安
定
的
な
運
営
◆
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
適
正
運
営

 
政
策
1－

4  
地
域
福
祉
の
充
実

　

子
ど
も
、
障
が
い
者
、
高
齢
者
な
ど
全
て

の
住
民
が
、
お
互
い
に
支
え
合
い
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
に
向
け
て
、
地
域

福
祉
活
動
の
充
実
や
気
軽
に
相
談
で
き
る
窓

口
体
制
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
に

よ
る
見
守
体
制
の
強
化
充
実
に
取
り
組
み
ま

す
。

政
策
の
柱
◆
地
域
の
福
祉
活
動
及
び
地
域
福

祉
基
盤
の
充
実

基
本
目
標

基
本
目
標
44
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政
策
の
柱
◆
学
力
向
上
の
た
め
の
教
育
活
動

と
学
習
支
援
の
充
実
◆
学
習
環
境
の
充
実
◆

持
・
増
進
に
向
け
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
充
実

に
取
り
組
み
ま
す
。

境
づ
く
り
◆
文
化
財
の
保
護
・
継
承
と
有
効

活
用

 
政
策
3－

1  
雇
用
の
確
保

　

安
定
し
た
雇
用
を
創
出
す
る
た
め
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
等
と
の
連
携
強
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
地
元
企
業
へ
の
就
労
支
援
や
創
業
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
の
ほ
か
、
女
性
が
活
躍

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
や
障
が
い
者
・
高
齢

者
の
雇
用
確
保
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

政
策
の
柱
◆
雇
用
支
援
体
制
の
充
実
◆
女
性

の
活
躍
促
進
◆
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
の
推
進

 
政
策
3－

2  
農
林
水
産
業
の
振
興

　

農
林
業
後
継
者
の
育
成
・
確
保
に
向
け
た

支
援
策
の
拡
充
、
八
溝
そ
ば
を
は
じ
め
と
す

る
ブ
ラ
ン
ド
農
業
の
推
進
、
農
商
工
連
携
に

よ
る
6
次
産
業
の
推
進
、
八
溝
材
の
積
極
的

な
活
用
に
よ
る
林
業
の
振
興
に
よ
り
農
林
業

の
生
産
性
向
上
と
高
付
加
価
値
に
よ
る
稼
げ

る
農
林
業
へ
の
転
換
に
取
り
組
み
ま
す
。

政
策
の
柱
◆
農
業
振
興
体
制
の
充
実
◆
農
業

担
い
手
の
確
保
◆
農
業
所
得
・
生
産
力
の
向

上
◆
林
業
・
水
産
業
の
振
興

 
政
策
3－

3  
商
工
業
の
振
興

　

商
工
会
や
金
融
機
関
等
と
の
連
携
強
化
を

図
り
、
中
小
企
業
の
振
興
に
関
す
る
施
策
を

推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
商
店
会
等
に
よ
る
自

主
的
な
商
業
活
性
化
活
動
、
空
き
店
舗
の
有

効
活
用
、
地
域
資
源
の
活
用
に
よ
る
新
事
業

基
本
目
標

基
本
目
標
33

地
域
資
源
の
魅
力
創
出
と
産
業
活
力
に
よ

地
域
資
源
の
魅
力
創
出
と
産
業
活
力
に
よ
るる

賑
 
賑 
わ
い
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く

わ
い
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
りり

にに
ぎぎ

の
創
出
、
既
存
企
業
の
事
業
拡
大
及
び
企
業

誘
致
を
支
援
し
ま
す
。

政
策
の
柱
◆
中
小
企
業
の
振
興
◆
商
業
活
性

化
の
支
援
◆
新
事
業
創
出
及
び
企
業
誘
致
の

推
進

 
政
策
3－

4  
観
光
の
振
興

　

観
光
産
業
の
創
出
と
持
続
可
能
な
観
光
振

興
、
豊
富
な
地
域
資
源
を
活
用
し
た
「
ま
ち

な
か
観
光
」
の
再
構
築
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

民
間
を
主
体
と
し
た
観
光
推
進
体
制
の
確
立

を
目
指
す
と
と
も
に
、
観
光
客
の
受
け
入
れ

基
盤
を
整
備
す
る
な
ど
、
交
流
人
口
増
加
に

よ
る
賑
わ
い
の
創
出
に
取
り
組
み
ま
す
。

政
策
の
柱
◆
地
域
資
源
を
活
用
し
た
観
光
地

域
づ
く
り
の
構
築
◆
観
光
を
け
ん
引
す
る
推

進
体
制
の
確
立
◆
観
光
客
の
受
け
入
れ
基
盤

整
備

 
政
策
5－

1  
市
民
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

強
化
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

自
治
会
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
広
聴
・
広
報
機
能
の
充
実
や
市

民
参
画
の
機
会
の
拡
充
、
本
市
の
魅
力
を
発

信
す
る
た
め
の
情
報
発
信
体
制
の
整
備
や
積

極
的
な
情
報
提
供
に
よ
る
行
政
の
透
明
性
の

向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

政
策
の
柱
◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
◆

ま
ち
づ
く
り
活
動
の
充
実
◆
広
聴
・
広
報
機

能
の
充
実
◆
市
民
参
画
や
協
働
に
資
す
る
情

報
の
共
有
化

 
政
策
5－

2  
行
財
政
改
革
の
推
進

　

中
長
期
財
政
計
画
を
踏
ま
え
た
行
財
政
改

革
や
市
役
所
の
本
庁
方
式
へ
の
移
行
、
公
共

施
設
の
適
正
配
置
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

補
助
金
等
の
見
直
し
や
職
員
数
の
適
正
な
定

員
管
理
、
さ
ら
に
は
、
税
の
徴
収
強
化
、
未

利
用
財
産
の
処
分
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に

よ
り
歳
入
の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

政
策
の
柱
◆
公
共
施
設
の
適
正
配
置
◆
事
務

事
業
の
見
直
し
◆
組
織
の
見
直
し
及
び
定
員

管
理
の
適
正
化
◆
安
定
し
た
歳
入
の
確
保

 
政
策
5－

3  
人
材
の
育
成
・
確
保

　

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
新
た
な
担
い
手
と
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
育
成
・
確
保
に
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
地
方
創
生
を
推
進
す

る
た
め
、
産
官
学
の
連
携
、
職
員
研
修
、
人

事
評
価
制
度
の
充
実
を
図
り
、
職
員
の
人
材

育
成
と
専
門
性
を
有
す
る
人
材
の
確
保
に
取

り
組
み
ま
す
。

政
策
の
柱
◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
育

成
・
確
保
◆
職
員
の
人
材
育
成
と
専
門
性
を

有
す
る
人
材
の
確
保

市
民
と
共
に
築
く
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

市
民
と
共
に
築
く
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
りり

基
本
目
標

基
本
目
標
55

　本市を取り巻く社会経済情勢は、この10
年間で人口が4,000人以上減少するなど、
本格的な人口減少・少子高齢化社会の到来を
迎えております。人口減少は、消費市場の規
模縮小ばかりでなく、地域経済の縮小により
住民の経済力の低下につながり、地域のコ
ミュニティ機能の低下や伝統文化の保存・継
承が困難になるほか、空き家の増加による生
活環境の悪化など、地域社会の様々な基盤へ
の影響が考えられます。
　少子高齢化・人口減少に対応するためには、
若者の就労支援等による地元への定住促進や
子育て環境の充実、高齢者の健康な状態を保
ち地域社会に参加できるよう地域で支え合う
仕組みづくりなどが必要となっています。
　このような中、将来にわたって住み慣れた
地域で安心して生活ができるよう、持続可能
なまちづくりを目指し、平成30年度から　5
年間の「第　次総合計画」を策定いたしまし2
た。本計画では、将来像の実現に向け「市民
と向き合う全員参加のまちづくり」「厳しい財
政状況の立て直し」「広域的な自治体間の連携
強化」の　つの大きな柱により、本市のまち3
づくりの課題解決に向けて政策・施策に取り
組むこととしております。
　計画策定にあたりましては、議会との密接
な連携のもと、「市総合政策審議会」により意
見・提言をいただくとともに、市民を対象と
した市民意向調査やパブリックコメント、平
成28年　月に策定いたしました「市まち・ひ3
と・しごと創生総合戦略」を反映いたしました。
　今後は、この計画を基に、本市の将来像の
実現に向け、市民一人ひとりが笑顔に満ちあ
ふれ、元気で活気ある那須烏山市を創生して
まいりますので、皆様のご理解とご協力をお
願い申し上げます。

那
須
烏
山
市
長

川
俣　

純
子

那
須
烏
山
市
第
2
次
総
合
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
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一
般
会
計
の
歳
入
・
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
4

2
6
8
万
9
千
円
増
額
し
、
補
正
後
の
予
算

総
額
を
1
1
3
億
6
2
6
8
万
9
千
円
と
し

ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
外
壁
の
剥
落
防
止
な
ど
烏

山
庁
舎
の
外
部
補
修
の
工
事
請
負
費
8
0
0

万
円
、
畜
舎
や
堆
肥
舎
な
ど
を
整
備
す
る
た

め
の
畜
産
担
い
手
育
成
総
合
整
備
事
業
補
助

金
と
し
て
2
6
0
8
万
5
千
円
、
本
年　

月
10

に
開
催
さ
れ
る
烏
山
城
築
城
6
0
0
年
記
念

事
業
に
関
す
る
経
費
と
し
て
、「
な
す
か
ら
す

や
ま　

お
も
て
な
し
手
帖
」
の
増
刷
費　

万
97

2
千
円
、
記
念
事
業
の
会
場
設
備
費
な
ど
2

5
2
万
7
千
円
及
び
ジ
オ
サ
イ
ト
プ
レ
ミ
ア

ム
カ
ー
ド
の
作
成
費
な
ど　

万
7
千
円
で
す
。

53

平
成

年
度
予
算
を
補
正

30

平
成　

年
度
補
正
予
算
、
条
例
の
一
部
改
正
、

30

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
な
ど
4
議
案
を
審
議

　

平
成　

年
第
3
回
市
議
会
6
月
定
例
会
が
、
6
月
5
日
昇
か
ら　

日
捷
ま
で
の
5
日

30

11

間
の
日
程
で
開
か
れ
、
平
成　

年
度
補
正
予
算
や
条
例
の
一
部
改
正
、
人
権
擁
護
委
員

30

の
人
事
な
ど
4
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
1
件
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
緯
0
2
8
7－

　

－

7
1
1
4
ま
で
お
問
い
合
わ

88

せ
く
だ
さ
い
。

第　 回 市 議 会3

令
が
平
成　

年
3
月　

日
に
公
布
さ
れ
た
こ

30

31

と
に
伴
い
、「
市
税
条
例
」
を
一
部
改
正
し
ま

し
た
。

・
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
放
課
後
児

童
支
援
員
の
資
格
要
件
の
拡
大
及
び
放
課
後

児
童
支
援
員
の
「
学
校
の
教
諭
と
な
る
資
格

を
有
す
る
規
定
」
の
明
確
化
を
図
る
た
め
、

「
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
」
を

一
部
改
正
し
ま
し
た
。

・
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
、

地
方
税
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政

条
例
の
一
部
改
正

　

人
権
擁
護
委
員
の
雫
正
俊
氏
及
び
藤
川
伸

一
氏
が
平
成　

年
9
月　

日
に
任
期
満
了
と

30

30

な
る
こ
と
に
伴
い
、
後
任
と
し
て
引
き
続
き

藤
川
伸
一
氏
と
、
新
た
に
矢
口
千
賀
子
氏
を

候
補
者
と
し
て
推
薦
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
を
推
薦

　

議
員
発
議
に
よ
り
、
3
つ
の
特
別
委
員
会

を
設
置
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
、
◎
は
委
員

長
、
〇
は
副
委
員
長
）

【
J
R
烏
山
線
利
用
促
進
等
特
別
委
員
会
】

◎
髙
田
悦
男
、
〇
荒
井
浩
二
、
青
木
敏
久
、

特
別
委
員
会
を
設
置

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越

29

計
算
書
を
調
製
し
、
庁
舎
整
備
費
1
3
5
4

万
4
千
円
、
畜
産
振
興
費
2
1
9
2
万
円
、

河
川
総
務
費（
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
費
）

3
0
0
万
円
、
武
道
館
施
設
整
備
費
4
4
3

0
万
円
の
4
つ
の
事
業
を
繰
り
越
し
た
こ
と

を
報
告
し
ま
し
た
。

そ
の
他

堀
江
清
一
、
滝
口
貴
史
、
相
馬
正
典
、
田
島

信
二
、
久
保
居
光
一
郎

【
議
会
改
革
特
別
委
員
会
】

◎
中
山
五
男
、
〇
矢
板
清
枝
、
興
野
一
美
、

福
田
長
弘
、
村
上
進
一
、
小
堀
道
和
、
渋
井

由
放
、
沼
田
邦
彦
、
平
塚
英
教

【
庁
舎
整
備
検
討
特
別
委
員
会
】

◎
久
保
居
光
一
郎
、
〇
渋
井
由
放
、
青
木
敏

久
、
興
野
一
美
、
堀
江
清
一
、
荒
井
浩
二
、
福

田
長
弘
、
村
上
進
一
、
矢
板
清
枝
、
滝
口
貴

史
、
小
堀
道
和
、
相
馬
正
典
、
田
島
信
二
、
沼

田
邦
彦
、
中
山
五
男
、
髙
田
悦
男
、平
塚
英
教

今回初めて「庁舎整備検討特別委員会」が設置されました。
今後、庁舎整備に関する調査・研究が進められます。
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第
5
回
教
育
委
員
会
（
4
月　

日
）

27

○
就
学
指
定
校
の
変
更
を
承
認

○
区
域
外
就
学
の
許
可
を
承
認

○　

年
度
那
須
烏
山
市
奨
学
生
の
決

30定
を
承
認

○　

年
度
那
須
烏
山
市
立
小
中
学
校

30主
任
等
を
承
認

○　

年
度
那
須
烏
山
市
立
小
中
学
校

30評
議
員
の
委
嘱
を
承
認

○　

年
度
市
費
非
常
勤
講
師
等
の
配

30置
を
承
認

○
那
須
烏
山
市
文
化
財
保
護
審
議
委

員
会
委
員
の
任
命
を
承
認

第
6
回
教
育
委
員
会
（
5
月　

日
）

22

○
区
域
外
就
学
の
許
可
を
承
認

○
要
保
護
及
び
準
要
保
護
児
童
生
徒

の
認
定
を
承
認

○　

年
度
那
須
烏
山
市
一
般
会
計

30（
教
育
費
関
係
）
補
正
予
算
（
第

1
号
）
を
決
定

▼
そ
の
他
の
出
席

・
4
月
2
日
捷
：
教
育
委
員
会
事
務

局
職
員
及
び
教
職
員
辞
令
交
付
式

・
4
月　

日
昇
：
中
学
校
入
学
式

10

・
4
月　

日
昌
：
小
学
校
入
学
式

11

・
4
月　

日
捷
：
烏
山
中
経
営
訪
問

23

・
4
月　

日
昇
：
南
那
須
中
経
営
訪
問

24

・
5
月
1
日
昇
：
七
合
小
経
営
訪
問

・
5
月
7
日
捷
：
烏
山
小
経
営
訪
問

・
5
月　

日
捷
：
境
小
経
営
訪
問

14

・
5
月　

日
捷
：
塩
谷
南
那
須
地
区

14

教
育
委
員
会
連
合
会
総
会
出
席

・
5
月　

日
捷
：
江
川
小
経
営
訪
問

21

・
5
月　

日
昇
：
荒
川
小
経
営
訪
問

22

・
5
月　

日
松
：
南
那
須
中
、
烏
山

26

中
体
育
祭
出
席

・
6
月
2
日
松
：
江
川
小
、
境
小
、

烏
山
小
、
七
合
小
、
南
那
須
特
別

支
援
学
校
春
季
運
動
会
出
席

年
度
「
第
1
四
半
期
」
4
月
～
6
月

30

那
須
烏
山
市
教
育
委
員
会
会
報

　

5
月　

日
晶
、
烏
山
公
民
館
で
那

18

須
烏
山
市
自
治
会
連
合
会
設
立
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
非
常
勤
特
別
職
と
し
て

の
行
政
区
長
・
副
行
政
区
長
の
連
絡

組
織
で
あ
る
行
政
区
長
等
連
絡
協
議

会
は
あ
り
ま
し
た
が
、
自
治
会
と
し

て
の
市
全
体
の
連
合
組
織
が
な
か
っ

た
本
市
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再

生
・
活
性
化
は
、
本
市
に
と
っ
て
の

重
点
施
策
で
す
。
全
自
治
会
が
連
携

し
、
情
報
の
共
有
化
を
図
り
な
が
ら
、

各
自
治
会
の
円
滑
な
運
営
を
促
進
す

る
と
共
に
、
地
域
住
民
の
要
望
、
意

見
な
ど
を
行
政
に
反
映
さ
せ
、
住
み

よ
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

設
立
総
会
で
は
、
規
約
の
承
認
を

経
て
、
理
事
・
役
員
の
選
出
を
行
い
、

初
代
会
長
に
藤
田
自
治
会
長
の
中
山

粂
男
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
今
年
度
よ
り
栃
木
県
自
治
会
連

合
会
に
加
入
す
る
こ
と
も
確
認
し
、

地
域
の
課
題
の
解
決
に
向
け
た
情
報

交
換
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

理
事
お
よ
び
役
員
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
）

会
長
：
中
山
粂
男（
藤
田
自
治
会
長
）

副
会
長
：
國
井
昌
美（
金
井
自
治
会
長
）

理
事
：
矢
口
正
則
（
上
境
一
の
沢
自

治
会
長
）、
黒
須
正
夫
（
中
山
自
治
会

長
）、
小
池
幸
一
（
福
岡
自
治
会
長
）、

相
田
保
男
（
熊
田
西
自
治
会
長
）

監
事
：
瀧
田
道
明
（
神
長
中
自
治
会

長
）、
吉
成
哲
雄
（
大
金
自
治
会
長
）

自
治
会
が
連
携
し
、住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に
向
け
て

98那
須
烏
山
市
自
治
会
連
合
会
を
設
立

前山の立ち上げを体験前山の立ち上げを体験。。

　

烏
山
高
で
は
、
地
域
社
会
で
活
躍

す
る
人
材
育
成
な
ど
を
目
指
す
地
域

学
習
「
烏
山
学
」
の
一
環
で
、
6
月

9
日
松
、
山
あ
げ
会
館
な
ど
で
ユ
ネ

ス
コ
無
形
文
化
遺
産
「
烏
山
の
山
あ

げ
行
事
」
の
体
験
学
習
を
行
い
ま
し

た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
2
回
目
の
開
催

と
な
っ
た
体
験
学
習
で
は
、
今
年
の

山
あ
げ
行
事
の
当
番
町
「
泉
町
」
を

は
じ
め
、
輪
番
制
に
加
わ
る
全
6
町

の
若
衆
、
烏
山
山
あ
げ
保
存
会
芸
能

部
会
が
協
力
し
ま
し
た
。

　

体
験
に
は
、
1
年
生
約
1
2
0
人

と
希
望
す
る
3
年
生
が
参
加
。
若
衆

や
芸
能
部
会
な
ど
に
指
導
を
受
け
な

が
ら
、
野
外
歌
舞
伎
の
舞
台
背
景
と

な
る
高
さ
約
7
メ
ー
ト
ル
の「
前
山
」

の
立
ち
上
げ
や
、「 
館 
」
の
組
み
立
て
、

や
か
た

小
屋
台
引
き
体
験
の
ほ
か
、
踊
り
、

三
味
線
、
お 
囃  
子 
と
い
っ
た
芸
能
体

は
や 
し

験
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
て
前
山
の
立
ち
上
げ
な
ど
を

体
験
し
た
同
高
1
年
の
新
井
健
介
さ

ん
（
神
長
）
は
、「
今
ま
で
は
祭
り

を
見
て
楽
し
む
だ
け
だ
っ
た
け
れ
ど
、

若
衆
に
な
っ
た
つ
も
り
で
体
験
し
て

み
て
伝
統
の
重
み
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

の
大
切
さ
が
よ
く
分
か
っ
た
。
自
分

に
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
今
後
手

伝
い
た
い
と
思
っ
た
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

踊りの稽古に参加する生徒踊りの稽古に参加する生徒。。

烏
山
高
の
生
徒
が

烏
山
の
山
あ
げ
行
事
を
体
験
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若
衆
と
し
て
お
伝
え
し
た
い
み
ど

こ
ろ
は
、
木
頭
の
指
揮
の
も
と
素
早

く
行
う「
舞
台
背
景
づ
く
り
」と「
若

衆
の
舞
台
裏
の
姿
」
で
す
。

　

組
織
は
、
祭
典
中
に
交
渉
な
ど
を

行
う
「
世
話
人
」、
指
示
を
出
す
「
木

頭
・
副
木
頭
」、
舞
台
、
座
敷
、
大

山
な
ど
各
係
の
「
主
任
」
の
ほ
か
に
、

指
示
に
従
っ
て
動
く
「
若
衆
」
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

舞
台
の
設
置
を
し
た
り
山
を
上
げ

た
り
す
る
作
業
や
舞
台
裏
で
の
若
衆

の
行
動
は
、
す
べ
て
木
頭
の
拍
子
木

の
合
図
で
行
わ
れ
ま
す
。
華
や
か
な

舞
台
の
裏
側
で
は
、
物
語
に
沿
っ
て

山
の
背
景
を
変
え
る
「
切
り
返
し
」

の
作
業
や
、
踊
り
子
が
渡
る
橋
を 
館 

や
か
た

か
ら
舞
台
に
架
け
、
踊
り
子
が
踊
り

や
す
い
よ
う
に
し
っ
か
り
と
支
え
る

な
ど
裏
方
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
楽
し
み
方
の
一
つ
と
し
て

見
て
い
た
だ
き
た
い
の
が
、
昼
と
夜

の
公
演
の
違
い
で
す
。
夜
の
公
演
は
、

昼
と
は
違
い
、
山
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
、
幻
想
的
な
世
界
が
広
が
り
ま

す
。
ぜ
ひ
、
見
比
べ
て
違
い
を
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。

　

烏
山
山
あ
げ
保
存
会
芸
能
部
会
に

は
、
祭
り
の
舞
台
で
歌
舞
伎
舞
踊
を

披
露
す
る
「
踊
り
子
」
と
、
舞
台
横

の
太
夫
座
敷
で
三
味
線
や
浄
瑠
璃
を

担
当
す
る
「
常
磐
津
」
が
あ
り
ま
す
。

部
会
員
の
ほ
と
ん
ど
は
市
内
や
近
隣

の
市
町
の
人
で
、
下
は
2
歳
か
ら
稽

古
を
積
み
、
山
あ
げ
の
舞
台
や
浅
草

で
行
わ
れ
て
い
る
子
ど
も
歌
舞
伎
な

ど
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

祭
り
の
み
ど
こ
ろ
は
、「
全
部
」
と

言
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
芸
能
部

会
と
し
て
あ
げ
る
な
ら
ば
、
今
年
の

主
芸
題
「 
将  
門 
」
の
冒
頭
…
滝
夜
叉

ま
さ 
か
ど

姫
が
ガ
マ
ガ
エ
ル
に
乗
っ
て
登
場
す

る
シ
ー
ン
で
す
。
今
回
は
、
今
年
の

当
番
「
泉
町
」
に
し
か
な
い
舞
台
背

景
「
大
滝
」
か
ら
の
登
場
と
な
り
ま

す
。
い
つ
も
と
違
っ
た
雰
囲
気
を
ぜ

ひ
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
立
ち

回
り
も
迫
力
満
点
。
迫
真
の
演
技
と

息
の
合
っ
た
常
磐
津
の
三
味
線
や
浄

瑠
璃
を
、
変
化
す
る
山
の
背
景
と
と

も
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

7
月　

日
晶
か
ら　

日
掌
ま
で
烏
山
市
街
地
を
中
心
に
「
山
あ
げ

27

29

祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
の
当
番
町
「
泉
町
」
の
若
衆
に
よ
る
準
備
も
最
終
段
階
に
入

り
、
7
月
1
日
掌
に
は
、
当
番
町
の
小
屋
台
に
芸
題
を
大
書
し
、
囃

子
方
と
共
に
全
町
（
泉
町
、
鍛
冶
町
、
日
野
町
、
元
田
町
、
金
井
町
、

仲
町
）
を
回
る
「 
奉  
告  
祭 
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ほ
う 
こ
く 
さ
い

　

今
月
号
で
は
、
い
よ
い
よ
始
ま
る
山
あ
げ
祭
に
向
け
て
、
山
あ
げ

祭
を
支
え
る
人
々
に
「
み
ど
こ
ろ
」
を
伺
い
ま
し
た
。

泉町若衆のみなさ泉町若衆のみなさんん

祭
り
を
支
え
る
人
々
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

必
見
！ 
木 き 
頭 
の
指
揮
で

が
し
ら

素
早
い
団
体
行
動
を
見
せ
る
若
衆

主
芸
題
「
将
門
」。
滝
夜
叉
姫
の
登
場
と

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
み
ど
こ
ろ
満
載
！

奉告祭で小屋台を引く泉町若衆奉告祭で小屋台を引く泉町若衆。。

稽古に励む芸能部会のみなさん稽古に励む芸能部会のみなさん。。

山山
ああ
げげ
祭祭
のの

烏山山あげ保存烏山山あげ保存会会
芸能部会のみなさ　　芸能部会のみなさんん
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私
が
オ
ス
ス
メ
し
た
い
の
は
、
祭

り
期
間
中
に
公
演
さ
れ
る
踊
り
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
の
公
演
時
間
の

前
後
約　

分
に
当
番
町
に
よ
っ
て
行

30

わ
れ
る
「
舞
台
背
景
づ
く
り
」
と
、

「
片
づ
け
・
移
動
」
で
す
。

　
「
移
動
式
野
外
歌
舞
伎
」と
し
て
知

ら
れ
る
烏
山
の
山
あ
げ
行
事
（
以
下
、

「
山
あ
げ
」
と
表
記
）
は
、
そ
の
名

の
と
お
り
、
毎
回
同
じ
場
所
で
公
演

が
行
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
一
つ

の
公
演
が
終
わ
る
と
舞
台
装
置
や
背

景
と
な
る
山
を
解
体
し
、
次
の
公
演

場
所
へ
と
そ
れ
ら
を
運
び
ま
す
。
祭

り
3
日
間
で
は
そ
れ
が　

〜　

回
程

16

17

度
繰
り
返
さ
れ
ま
す
。

　

何
も
無
か
っ
た
道
路
に
、
当
番
町

の
屋
台
が
到
着
す
る
と
、
い
よ
い
よ

舞
台
背
景
づ
く
り
の
は
じ
ま
り
。
そ

楽
し
み
方
は
踊
り
だ
け
じ
ゃ
な
い
！

公
演
開
始　

分
前
後
の
若
衆
の
動
き
に
も
注
目

30

烏山山あげ保存烏山山あげ保存会会
島崎利雄会島崎利雄会長長

れ
ま
で
若
衆
が
引
い
て
い
た
屋
台
も

台
車
部
分
が
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
の
土

台
と
な
っ
た
り
、
そ
の
約
1
0
0

メ
ー
ト
ル
後
ろ
で
は
電
柱
を
超
え
る

約　

メ
ー
ト
ル
も
の
大
山
、
手
前
に

10

は
中
山
や
前
山
が
上
が
っ
た
り
と

徐
々
に
舞
台
背
景
が
完
成
し
て
い
き

ま
す
。
す
べ
て
若
衆
の
手
に
よ
り
行

わ
れ
る
様
は
勇
壮
で
、
こ
れ
を
見
て

「
山
あ
げ
の
良
さ
」
を
も
っ
と
知
っ

て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

山
あ
げ
を
含
む
全
国　

の
祭
礼
行

33

　

今
年
は
、
烏
山
の
山
あ
げ
行
事
が

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
て
か
ら
2
度
目
の
山
あ
げ
祭
を
迎

え
ま
す
。

　

現
在
、
山
あ
げ
祭
実
行
委
員
会
を

中
心
に
食
事
処
の
確
保
や
交
通
渋
滞

の
緩
和
を
は
じ
め
、
I
C
T
を
活
用

し
た
山
あ
げ
祭
情
報
の
発
信
機
能
の

強
化
や
4
年
ぶ
り
と
な
る
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
の
実
施
な
ど
、
観
光
客
に

対
す
る
一
層
の
供
お
も
て
な
し
僑
の

充
実
に
向
け
、
着
々
と
準
備
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

山
あ
げ
祭
が
、
世
界
に
誇
る
貴
重

な
宝
と
し
て
継
承
で
き
る
よ
う
、
烏

山
山
あ
げ
保
存
会
と
の
連
携
強
化
を

図
り
な
が
ら
、
業
種
や
年
齢
な
ど
の

垣
根
を
超
え
た
オ
ー
ル
那
須
烏
山
体

制
に
て
、
最
高
の
供
お
も
て
な
し
僑

で
お
客
様
を
お
迎
え
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
那
須
烏
山
市
に
足
を
お
運

び
い
た
だ
き
、
山
あ
げ
祭
の
素
晴
ら

し
さ
を
肌
で
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
お
客
様
の
ご
来
訪
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

食
事
処
の
確
保
や
交
通
渋
滞
の
緩
和
…

よ
り
一
層
の
お
も
て
な
し
を
目
指
し
て

山あげ祭実行委員山あげ祭実行委員会会
三森文徳委員三森文徳委員長長

▶
山あげ祭奉納余興の開演予定時刻および場所

◯ 出 
しゅつ

 御 ：27日　午前　時～出御祭
ぎょ

6
　　　　　　　　　  　時30分～八雲神社出発6
◯ 渡 

と

 御 ：28日　午前　時～渡御祭
ぎょ

6
　　　　　　　　　  　時30分～御仮殿出発6
◯ 還 

かん

 御 ：29日　午後　時～還御祭
ぎょ

5
　　　　　　　　　  　時25分～御仮殿出発5

方向場　　　　所芸　　題開演予定時刻日順序
南会所前泉町三番叟・将門午後　時726●1 
北御仮殿前将門午前　時30分9

27

●2 
西会所前元田町将門正午●3 
西会所前鍛冶町将門午後　時30分2●4 
西会所前日野町将門午後　時5●5 
南青木商会前泉町蛇姫様午後　時30分7●6 
南石原食肉店前泉町将門午後　時9●7 
南会所前仲町将門午前10時

28

●8 
東会所前金井町将門午後　時30分1●9 
北久保田屋旅館前泉町蛇姫様午後　時5● 
北会所前泉町吉野山狐忠信午後　時30分6● 
南青木商会前泉町将門午後　時9● 
南滝田商店前泉町将門午前　時30分9

29

● 
東山あげ会館将門午後　時30分1● 
南石原食肉店前泉町吉野山狐忠信午後　時30分7● 
南青木商会前泉町将門・関の扉・千秋楽午後　時9● 

みみ
どど
ここ
ろろ
はは
ココ
ココ
!!事

が
平
成　

年　

月
に
ユ
ネ
ス
コ
無

28

12

形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
が
、

移
動
式
野
外
歌
舞
伎
を
行
っ
て
い
る

の
は
那
須
烏
山
市
だ
け
。
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
の
祭
り
を
こ
の
夏
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。
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那
須
烏
山
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
市
田

久
美
子
さ
ん
が
講
師
を
務
め
る
公
民
館
講
座

「
コ
ー
ヒ
ー
研
究
室
」
が
、
6
月　

日
昇
と

12

　

日
昇
に
開
か
れ
、
地
域
住
民　

人
が
受
講

19

19

し
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
協
力
隊
員
が
講
師
を
務
め
る

の
は
初
め
て
。
市
田
さ
ん
は
、
カ
フ
ェ
を
経

営
し
て
い
た
経
験
を
も
と
に
、
ペ
ー
パ
ー
ド

リ
ッ
プ
で
自
宅
で
も
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を

入
れ
る
コ
ツ
や
コ
ー
ヒ
ー
の
効
果
、
豆
選
び

の
基
本
な
ど
実
践
を
交
え
な
が
ら
参
加
者
へ

伝
授
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
コ
ツ
を
押
さ
え
る
だ

け
で
こ
ん
な
に
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
が
入
れ

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ

た
」
と
喜
び
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

コーヒーの入れ方を伝授する市田さん（中央）。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
市
田
さ
ん

公
民
館
講
座

「
コ
ー
ヒ
ー
研
究
室
」を
開
講

上から、ポンプ車操法、女性消防団による操上から、ポンプ車操法、女性消防団による操法法
（ともに市消防操法大会）、県大会出場を決め（ともに市消防操法大会）、県大会出場を決めたた
藤田のポンプ車操法（南那須支部消防操法大会）藤田のポンプ車操法（南那須支部消防操法大会）。。

八ヶ平・中山・平野の小型ポンプ操法（南那須支部消防操法大会）八ヶ平・中山・平野の小型ポンプ操法（南那須支部消防操法大会）。。

第

回
南
那
須
支
部
消
防
操
法
大
会

19市
か
ら
2
つ
の
消
防
団
が
県
大
会
へ
出
場

　

那
須
烏
山
市
消
防
操
法
大
会
が
、
5
月　
27

日
掌
、
大
桶
運
動
公
園
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
消
防
機
器
の
取
り
扱
い
や
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
発
表
す
る
こ
と
で
、
消
防

技
術
の
向
上
と
団
員
の
意
識
を
高
め
る
た
め

に
隔
年
で
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

緊
張
感
が
漂
う
中
行
わ
れ
た
大
会
で
は
、

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で
第
5
分
団
第
1
部

（
藤
田
）
が
優
勝
、
第
4
分
団
第
1
部
（
興

野
）
が
準
優
勝
。
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
で

第
4
分
団
第
3
部
（
八
ヶ
平
・
中
山
・
平
野
）

が
優
勝
、
第
6
分
団
第
4
部
（
月
次
・
大
金

台
）
が
準
優
勝
の
成
績
を
収
め
、
支
部
大
会

へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
6
月　

日
掌
に
那
須
烏
山
消
防

24

署
で
開
か
れ
た
「
第　

回
栃
木
県
消
防
協
会

19

南
那
須
支
部
消
防
操
法
大
会
」
に
は
、
2
部

門
に
本
市
と
那
珂
川
町
か
ら
8
チ
ー
ム
が
出

場
し
ま
し
た
。
互
い
に
レ
ベ
ル
の
高
い
技
術

を
見
せ
、
本
市
は
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で

第
5
分
団
第
1
部
（
藤
田
）、
小
型
ポ
ン
プ
操

法
の
部
で
第
4
分
団
第
3
部
（
八
ヶ
平
・
中

山
・
平
野
）
が
優
勝
。
7
月　

日
松
に
栃
木

28

県
消
防
学
校
で
開
か
れ
る
県
大
会
へ
の
出
場

を
決
め
ま
し
た
。

　

第
5
分
団
第
1
部
の
塩
田
一
幸
部
長
は
、

「
今
年
こ
そ
は
県
大
会
で
上
位
に
入
賞
し
た

い
」、
第
4
分
団
第
3
部
の
黒
須
秀
人
さ
ん

は
、「
過
去
2
回
の
成
績
よ
り
も
良
い
成
績

を
残
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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6
月　

日
捷
、　

日
昇
、
南
那
須
中

11

12

で
「
思
春
期
ふ
れ
あ
い
体
験
教
室
」
が

開
か
れ
、
3
年
生
の
生
徒　

人
が
受
講

74

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
思
春
期
の
心
身
の
変
化
や

特
徴
に
つ
い
て
正
し
く
知
る
こ
と
、
赤

ち
ゃ
ん
と
母
親
と
の
ふ
れ
あ
い
を
と
お

し
て
命
の
尊
さ
や
子
育
て
へ
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、
毎
年
、

市
内
の
中
学
3
年
生
を
対
象
に
開
か
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
助
産
師
と
保
健
師
か
ら
胎

児
の
成
長
過
程
や
、
乳
児
の
発
育
に
つ

い
て
説
明
さ
れ
た
ほ
か
、
妊
娠
疑
似
体

験
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

子
育
て
中
の
母
親
と
赤
ち
ゃ
ん
が
同
校

を
訪
れ
、
生
徒
た
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
っ

こ
し
た
り
、
お
も
ち
ゃ
で
あ
や
し
た
り

し
て
ふ
れ
あ
い
ま
し
た
。

　

受
講
し
た
寺
澤
賢
俊
さ
ん
は
、「
抱
っ

こ
す
る
と
泣
い
た
り
笑
っ
た
り
、
赤

ち
ゃ
ん
一
人
ひ
と
り
に
個
性
が
あ
っ
た
。

泣
い
て
し
ま
う
と
ど
う
接
し
て
い
い
か

分
か
ら
ず
、
子
育
て
は
大
変
だ
と
思
っ

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

上下とも、赤ちゃんを抱っこし
たりあやしたりする生徒たち。

新
し
い
集
団
広
聴
事
業
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
!

子
育
て
中
の
マ
マ
が
市
長
と
意
見
交
換

　

市
で
は
、
市
民
の
声
を
市
政
に
反

映
す
る
た
め
、
自
治
会
・
行
政
区
主
催

に
よ
る
市
政
懇
談
会
や
広
聴
箱
設
置

に
よ
る
広
聴
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
新
た
な
取
り
組
み
の
一
つ
と

し
て
、
6
月　

日
昇
、
南
那
須
中
で

12

行
わ
れ
た
思
春
期
ふ
れ
あ
い
体
験
教

室
に
参
加
し
た
子
育
て
中
の
母
親
7

人
を
対
象
に
集
団
広
聴
事
業
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
川
俣
純
子
市
長
が
同

校
に
出
向
き
、
参
加
者
の
日
頃
の
悩

み
や
疑
問
に
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
を

聞
き
取
り
ま
し
た
。
懇
談
の
中
で
は
、

「
小
さ
な
子
ど
も
が
安
心
し
て
遊
ぶ
こ

と
の
で
き
る
公
園
が
ほ
し
い
」
や
「
施

設
に
授
乳
ス
ペ
ー
ス
を
増
や
し
て
ほ
し

い
」
な
ど
子
育
て
世
代
な
ら
で
は
の
意

見
の
ほ
か
、「
道
の
駅
の
整
備
」
と
い
っ

た
市
政
に
関
す
る
意
見
も
飛
び
交
い
有

意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
後
も
様
々
な
機
会
を
と

お
し
た
広
聴
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

市
長
と
意
見
交
換
す
る
子
育
て
中
の
母
親
。

移
動
音
楽
鑑
賞
教
室
が

境
小
に
や
っ
て
き
た
!

児
童
が
生
の
ジ
ャ
ズ
演
奏
を
堪
能

　

県
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
、
優

れ
た
音
楽
を
鑑
賞
す
る
機
会
を
提
供
し
、

鑑
賞
能
力
の
向
上
と
豊
か
な
情
操
を
育

む
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
栃
木
県
移
動

音
楽
鑑
賞
教
室
（
県
教
育
委
員
会
主

催
）」
が
、
6
月
6
日
昌
、
境
小
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
国
内
外
の
音
楽
フ
ェ
ス
に

出
演
す
る
な
ど
し
て
活
躍
す
る
「
ブ

ラ
ッ
ク
ボ
ト
ム
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
」
が
境

小
を
訪
れ
ま
し
た
。
教
室
が
始
ま
る
と
、

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
や
サ
ッ
ク
ス
、
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
、
ス
ー
ザ
フ
ォ
ン
な
ど
6
種
類

の
楽
器
を
持
っ
た
演
奏
者
ら
が
マ
ー
チ

ン
グ
を
披
露
し
な
が
ら
登
場
。
そ
の
後
、

児
童
た
ち
は
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を

動
か
し
た
り
、
大
声
で
リ
ズ
ム
を
取
っ

た
り
全
身
で
ジ
ャ
ズ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
各
学
年
の
6
人
が
演
奏
に
加
わ

り
、
バ
ス
ド
ラ
ム
や
ス
ネ
ア
ド
ラ
ム
を

叩
く
体
験
も
行
わ
れ
る
な
ど
、
貴
重
な

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

6
年
の
前
沢
歌
歩
さ
ん
（
上
境
）
と

佐
藤
愛
莉
さ
ん
（
小
木
須
）
は
、「
心
が

躍
る
よ
う
な
楽
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。

楽
器
の
近
く
に
行
っ
て
演
奏
を
聞
け
、

迫
力
が
あ
っ
て
ワ
ク
ワ
ク
し
た
」
と
笑

顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

奏
者
を
囲
ん
で
鑑
賞
す
る
児
童
。

思春期ふれあい体験教室

命の尊さや子育てへの
　　　　　　理解を深める
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★　

日
本
体
育
大
2
年
の
中
山
日
菜
子
さ

ん
（
藤
田
出
身
）
が
全
日
本
大
学
選
抜

の　

人
に
選
ば
れ
、
投
手
と
し
て
、
6

17
月　

日
昇
～　

日
晶
に
台
湾
南
投
市
で

12

15

開
か
れ
た「
第
7
回
東
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
」

に
出
場
し
、
中
国
、
韓
国
、
香
港
、
チ
ャ

イ
ニ
ー
ズ
タ
イ
ペ
イ
の
チ
ー
ム
が
参
加

す
る
中
、
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

中
山
さ
ん
は
、
初
日
の
対
香
港
戦
に

2
番
手
と
し
て
出
場
。
2
回
を
投
げ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　

市
内
出
身
の
選
手
が
様
々
な
大
会
に
お
い
て
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
で
は
、
日
本
体
育
大
の
中
山
日
菜
子
さ
ん
が
全
日
本
大
学
選
抜
と
し
て
国
際
大
会
へ
出
場
。

レ
ス
リ
ン
グ
で
は
、
馬
頭
高
の
髙
森
勇
斗
さ
ん
が
全
国
ベ
ス
ト
8
の
成
績
を
収
め
た
ほ
か
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
空
手
道
、
剣
道
の
種
目
で
、
個
人
・
団
体
が
関
東
や
全
国
大
会
に
出
場

し
、
大
健
闘
し
ま
し
た
。
ま
た
、
県
大
会
で
上
位
に
入
賞
を
果
た
し
、
全
国
大
会
の
切
符
を
手

に
し
、
練
習
に
励
ん
で
い
る
選
手
も
い
ま
す
。

　

今
回
、
活
躍
を
見
せ
た
選
手
を
紹
介
し
ま
す
。

ノ
ー
ヒ
ッ
ト
4
奪
三
振
に
抑
え
ま
し
た
。

　

大
会
を
終
え
た
中
山
さ
ん
は
、「
海

外
の
選
手
は
、
日
本
人
と
比
べ
て
投
打

の
パ
ワ
ー
が
あ
る
と
感
じ
た
。
こ
の
大

会
で
投
げ
た
経
験
を
活
か
し
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
選
手
と
し
て
出
場
で
き
る
よ

う
努
力
し
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

東アジアカップで優勝した全日本大学選抜チーム。

【ソフトボール】中山さん。

　

馬
頭
高
2
年
の
髙
森
勇
斗
さ
ん
（
中

山
）
が
、
4
月　

日
松
、　

日
掌
に
神

14

15

奈
川
県
横
浜
文
化
会
館
で
開
か
れ
た

「
J
O
C
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

カ
ッ
プ
大
会
2
0
1
8
年
度
全
日
本

ジ
ュ
ニ
ア
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
」
に
出

場
し
、
全
国
ベ
ス
ト
8
に
輝
き
ま
し
た
。

　

髙
森
さ
ん
は
、
高
校
入
学
と
同
時
に
、

そ
れ
ま
で
や
っ
て
い
た
柔
道
か
ら
レ
ス

リ
ン
グ
へ
と
転
身
。
昨
年
は
1
2
0
キ

ロ
級
で
大
会
へ
出
場
し
て
い
ま
し
た
が
、

1
年
間
で　

キ
ロ
の
減
量
に
成
功
し
、

30

　

キ
ロ
級
で
の
大
会
出
場
と
な
り
ま
し

92た
。
こ
の
大
会
で
の
結
果
を
受
け
て
髙

森
さ
ん
は
、「
ベ
ス
ト
8
は
嬉
し
い
け

れ
ど
、
負
け
た
こ
と
は
悔
し
い
。
練
習

を
重
ね
ま
た
大
会
に
挑
み
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

レ
ス
リ
ン
グ

【レスリング】髙森さん。

　

高
久
サ
ト
子
さ
ん
（
滝
田
）
が
、
6

月
5
日
昇
、
6
日
昌
に
岡
山
県
総
合
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
開
か
れ
た
「
第　

回
全
国

12

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
レ
デ
ィ
ス
交
歓

大
会
」
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

高
久
さ
ん
は
、
6
年
前
か
ら
地
域
で

活
動
す
る
滝
田
愛
好
会
に
所
属
し
、
愛

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

　

ま
た
、
髙
森
さ
ん
は
、
6
月
1
日
晶

～
3
日
掌
に
千
葉
県
で
行
わ
れ
た
「
第

　

回
全
国
高
校
生
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
レ

34ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
県
予
選
会
」
の

　

キ
ロ
級
で
優
勝
。
8
月　

日
昭
～　

92

16

19

日
掌
に
大
阪
府
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会

へ
の
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
6
月　

日
松
に
足
大
附
体

16

育
館
で
行
わ
れ
た
「
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
三
笠
宮
賜
杯　

第　

回
全

65

国
高
等
学
校
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

県
予
選
」
の　

キ
ロ
級
で
も
優
勝
し
、

92

高
校
総
体
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
へ
の
出

場
を
決
め
ま
し
た
。
大
会
は
、
8
月
4

日
松
～
7
日
昇
に
三
重
県
で
行
わ
れ
ま

す
。

好
会
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
腕
を
磨
い

て
い
ま
す
。
今
回
、
県
予
選
を
勝
ち
抜

き
、
県
の
代
表
と
し
て
初
め
て
全
国
大

会
へ
。
大
会
で
は
、
全
国
各
地
か
ら
約

6
5
0
人
の
選
手
が
集
う
中
、
1
打
差

で
6
位
入
賞
を
逃
す
惜
し
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
が
、
大
健
闘
の
成
績
を
残
し

ま
し
た
。

　

大
会
を
終
え
て
高
久
さ
ん
は
、「
と

て
も
悔
し
い
思
い
を
し
た
が
、
楽
し
ん

で
試
合
に
挑
む
こ
と
が
で
き
た
。
良
い

経
験
に
な
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

5
月
4
日　
に
県
北
体
育
館
で
開
か

（金・祝）

れ
た
「
第　

回
栃
木
県
空
手
道
少
年
錬

37

成
大
会
」
で
、
白
堊
会
空
手
道
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
に
所
属
す
る
境
小
5
年
の
大

輪
莉
央
奈
さ
ん
（
下
境
）
が
小
学
5
年

生
女
子
組
手
の
部
で
優
勝
、
境
小
2
年

の
大
輪
咲
奈
さ
ん
（
下
境
）
が
小
学
2

年
生
女
子
組
手
の
部
で
準
優
勝
、
烏
山

小
2
年
の
荒
井
斗
真
さ
ん
（
神
長
）
が

小
学
2
年
生
男
子
組
手
の
部
で
3
位
、

空
手
道

【グラウンド・ゴルフ】高久さん。

★
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
で
大
活
躍
!

関
東
・
全
国
、
そ
し
て
国
際
大
会
へ
…
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【
空
手
道
】右
か
ら
、荒
井（
斗
）さ
ん
、荒
井

（
萌
）さ
ん
、大
輪（
咲
）さ
ん
、大
輪（
莉
）さ
ん
。

第86回

　町絵図改帳は、寛政の町絵図（市指定文化
財）と一体をなすものです。
　町絵図改帳の表紙には、「寛政二庚戌年八
月吉祥日」とあり、寛政の町絵図の作製年月、
寛政　年（1790）と一致しています。この改2
帳には、正徳年間（1711～1716）に作製され
た町絵図を基に調べ直したことや町絵図を改
める際の要領が書かれており、町年寄、名主、
組頭など、町の代表11人の連署と押印があり、
当時の町の様子がわかる貴重な資料です。な
お、寛政の町絵図は、複製を山あげ会館に10
月末まで展示しています。

市指定有形文化財（歴史資料）

町絵図改帳（個人蔵）

七
合
小
3
年
の
荒
井
萌
維
さ
ん（
興
野
）

が
小
学
3
年
生
女
子
組
手
の
部
で
3
位
、

南
那
須
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
所

属
す
る
七
合
小
4
年
の
五
十
嵐
大
夢
さ

ん
（
大
桶
）
が
小
学
4
年
生
男
子
組
手

の
部
で
3
位
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

5
人
は
7
月
1
日
掌
に
東
京
都
墨
田

区
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
た
「
第
7
回

関
東
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権
大
会
」

に
出
場
。
大
輪
（
莉
）
さ
ん
が
3
位
、

大
輪
（
咲
）
さ
ん
が
ベ
ス
ト　

に
輝
き

16

ま
し
た
。
ま
た
2
人
は
、
8
月
4
日
松
、

5
日
掌
に
東
京
都
の
東
京
武
道
館
で
行

わ
れ
る
「
第　

回
全
日
本
少
年
少
女
空

18

手
道
選
手
権
大
会
」
に
も
出
場
し
ま
す
。

　

大
会
を
前
に
、
3
年
連
続
で
全
国
大

会
に
出
場
す
る
大
輪
（
莉
）
さ
ん
は
、

　

5
月　

日
松
に
県
南
体
育
館
で
開
か

26

れ
た
「
第　

回
栃
木
県
道
場
少
年
剣
道

33

大
会
」
小
学
生
団
体
の
部
で
宏
倫
剣
道

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
5
年
生
チ
ー
ム
が

剣
道

【空手道】五十嵐さん。

「
今
ま
で
以
上
に
練
習
を
し
て
優
勝
し

た
い
」、
大
輪
（
咲
）
さ
ん
は
、「
全
部

の
大
会
で
優
勝
し
た
い
」、
荒
井
（
斗
）

さ
ん
は
、「
今
ま
で
よ
り
も
も
っ
と
強

く
な
っ
て
関
東
大
会
で
優
勝
し
た
い
」、

荒
井
（
萌
）
さ
ん
は
、「
負
け
て
し
ま
っ

た
相
手
よ
り
も
関
東
大
会
で
良
い
成
績

を
残
し
た
い
」、
五
十
嵐
さ
ん
は
、「
初

め
て
出
場
す
る
の
で
1
試
合
で
も
多
く

勝
て
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」
と
意
気

込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
大
輪
（
莉
）
さ
ん
は
6
月

3
日
掌
に
県
南
体
育
館
で
開
か
れ
た

「
第　

回
栃
木
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
空

14

手
道
交
流
大
会
」
小
学
5
年
生
女
子
組

手
の
部
で
準
優
勝
。
7
月　

日
晶
～　

27

29

日
掌
に
山
梨
県
で
行
わ
れ
る
「
第　

回
37

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
空
手

道
交
流
大
会
」
に
出
場
し
ま
す
。

ベ
ス
ト　

に
入
り
、「
第　

回
全
国
道

16

53

場
少
年
剣
道
大
会
」
へ
の
切
符
を
手
に

し
ま
し
た
。

　

出
場
を
決
め
た
の
は
、
荒
川
小
の
渡

邉
錬
さ
ん
（
曲
畑
）、
沖
村
昂
輝
さ
ん

（
小
倉
）、
小
西
勇
太
さ
ん
（
福
岡
）、

江
川
小
の
滝
口
桃
子
さ
ん
（
志
鳥
）、
七

合
小
の
小
森
咲
芽
さ
ん
（
興
野
）
の
5

人
。
同
少
年
団
が
栃
木
県
道
場
連
盟
に

加
入
し
、
こ
の
大
会
に
は
5
回
目
の
出

場
と
な
り
ま
す
が
、
全
国
大
会
へ
は
初

め
て
の
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

5
人
は
、「
先
輩
た
ち
が
今
ま
で
全

国
大
会
へ
行
け
な
か
っ
た
分
、
チ
ー
ム

の
皆
で
一
致
団
結
し
て
一
勝
で
も
多
く

勝
ち
進
み
た
い
」
と
意
気
込
み
を
話
し

て
い
ま
し
た
。

【
剣
道
】右
か
ら
、小
森
さ
ん
、滝
口
さ
ん
、小

西
さ
ん
、沖
村
さ
ん
、渡
邉
さ
ん
。

　

全
国
大
会
は
、
7
月　

日
昇
、
東
京

24

都
の
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

頑張る皆さんを
応援します !!
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小
・
中
学
校
6
校
で

運
動
会
・
体
育
祭

  

 

 

 

 

 

　

6
月
に
入
り
、
市
内
6
つ
の
小
・
中
学
校
で
運
動
会
や
体
育
祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
は
、
家
族
や
地
域
住
民
が
見
守
る
中
、
徒
競
走
や
応
援
合
戦
、
ダ

ン
ス
な
ど
様
々
な
競
技
が
行
わ
れ
、
児
童
や
生
徒
は
懸
命
に
競
技
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

そ
の
様
子
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

［写真］懸命に競技に取り組む児童・生
徒（①②烏山中、③④南那須中、⑤⑥江
川小、⑦境小、⑧⑨七合小、⑩⑪烏山小）。
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境小運動会より。

　

市
で
は
、
生
き
た
英
語
に
よ
る
体
験

活
動
を
通
し
て
、
日
本
の
文
化
や
習
慣

を
再
発
見
す
る
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
英
語
お
よ
び
外
国

語
活
動
、
地
域
へ
の
興
味
関
心
を
高
め

る
た
め
、
6
月　

日
掌
、
烏
山
公
民
館

10

で
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
市
内
の
小
学
5
、
6
年
生

　

人
が
参
加
。
カ
ー
ド
を
使
っ
た
ゲ
ー

11ム
や
A
L
T
（
外
国
語
指
導
員
）
に
よ

る
様
々
な
国
の
カ
ル
チ
ャ
ー
ク
イ
ズ
を

行
い
、
英
語
を
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
烏
山
体
育
館
で
も
、
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
な
ど
活
発
な
活
動
を
楽

し
み
ま
し
た
。

小
学
生
の
英
語
力
向
上
!

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ

　

烏
山
小
6
年
の
益
子
結
さ
ん
（
旭
1

丁
目
）
は
、「
A
L
T
と
の
ゲ
ー
ム
を
通

し
て
英
語
が
楽
し
く
勉
強
で
き
て
嬉
し

か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

質問に英語で答える子どもたち。

思いやりの心を育む
烏山小に人権の花を贈呈
　　月　日昭、烏山小学校で「人権の花」の贈呈式が開か6 7
れ、宇都宮人権擁護委員協議会那須烏山支部会から同校に
ベゴニアの苗120株が贈られました。
　これは、子どもたちが花を育てることで命の大切さを感
じ、豊かな心を育んでもらおうと毎年市内の小学校に向け
て行われているもので、当日は、同支部会の　人が同校を3
訪れ、児童に苗を手渡しました。
　贈呈式では、同支部会の滝原一夫さんが、「きれいな花が
咲くよう育ててください。そしてみなさんも笑顔の花を咲
かせてください」とあいさつ。それを受けて児童代表の　6
年長谷川岬音さんは、「人権の花を大切に育て、花がいっぱ
いの学校にしたい」とお礼の言葉を述べました。
　寄贈された苗は、同校の花壇に植えられ子どもたちが育
てます。

児
童
へ
苗
を
手
渡
す
宇
都
宮
人
権
擁
護
委
員

協
議
会
那
須
烏
山
支
部
会
。
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市
、
高
根
沢
町
、
栃
木
銀
行
、
J
R

東
日
本
大
宮
支
社
で
構
成
す
る
J
R
烏

山
線
沿
線
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
で

は
、
6
月　

日
松
、
烏
山
駅
前
広
場
と

16

宝
積
寺
駅
東
口
ち
ょ
っ
蔵
広
場
で
、
烏

山
線
を
使
っ
て
両
会
場
を
周
遊
し
な
が

ら
地
元
産
の
食
な
ど
を
楽
し
ん
で
も
ら

お
う
と
「
カ
ラ
セ
ン
め
ぐ
り
市
」
を
初

め
て
同
時
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
同
日
に
J
R
グ

ル
ー
プ
の
大
型
観
光
企
画
「
本
物
の
出

会
い
栃
木
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
（
D
C
）」
で
、
上
野
―
宝
積

寺
駅
間
を
運
行
し
た
「
ほ
ろ
酔
い
と
ち

ぎ
号
」
に
合
わ
せ
て
企
画
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

本
市
会
場
の
烏
山
駅
前
広
場
は
、
N

P
O
法
人
ク
ロ
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
が
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
し
、
地
域
の
食
材
を
使
っ
た

料
理
や
農
産
物
の
販
売
、
カ
フ
ェ
、
ア

ク
セ
サ
リ
ー
店
な
ど　

店
舗
が
出
店
し

15

ま
し
た
。
な
か
に
は
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー

ト
や
デ
ィ
ン
プ
ル
ア
ー
ト
、
ハ
ー
バ
リ

ウ
ム
の
製
作
体
験
が
で
き
る
店
舗
も
あ

り
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
烏
山
駅
前
を
発
着

点
に
観
光
周
遊
バ
ス
も
運
行
し
、
観
光

客
を
乗
せ
た
バ
ス
は
、
ど
う
く
つ
酒
蔵

や
龍
門
の
滝
な
ど
市
内
を
巡
り
ま
し
た
。

上：親子連れなどでにぎわう会場。
下：ハーバリウムの製作体験。

　

6
月
2
日
松
、
3
日
掌
、
全
国
各
地

の
研
究
者
や
学
生
な
ど
で
構
成
さ
れ
る

化
石
研
究
会
（
三
島
弘
幸
会
長
）
に
よ

る
「
第　

回
化
石
研
究
会
総
会
・
学
術

36

大
会
」
が
、
烏
山
公
民
館
で
開
か
れ
、

県
内
外
か
ら
2
日
間
で
延
べ
1
0
6
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
北
関
東
の
大
地
の
成
り
立

ち
と
化
石
に
つ
い
て
討
論
し
、
那
須
烏

山
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
に
つ
い
て
紹
介
す

る
こ
と
を
目
的
に
県
内
で
初
め
て
開
か

れ
た
も
の
で
す
。

　

初
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
北

関
東
の
大
地
と
化
石
」
と
し
て
、
宇
都

宮
大
学
名
誉
教
授
の
酒
井
豊
三
郎
さ
ん

に
よ
る
基
調
講
演
「
日
本
列
島
の
形
成

史
に
お
け
る
北
関
東
地
域
の
重
要
性
」

を
は
じ
め
、
産
業
技
術
総
合
研
究
所
の

高
橋
雅
紀
さ
ん
に
よ
る
「
大
陸
か
ら
列

島
へ
―
日
本
海
の
拡
大
を
記
録
す
る
関

東
地
方
の
地
質
―
」
な
ど
有
識
者
に

よ
っ
て
7
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
一
般
講
演
と
し
て
、
有
識

者
に
よ
る
口
頭
発
表
6
件
や
那
須
烏
山

ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
推
進
協
議
会
委
員
に

よ
る
ポ
ス
タ
ー
発
表
4
件
が
行
わ
れ
、

同
会
員
の
ほ
か
、
地
域
住
民
な
ど
も
参

加
し
ま
し
た
。

第

回
化
石
研
究
会
総
会
・
学
術
大
会

36

有
識
者
に
よ
る
講
演
。

那須烏山市と高根沢町で
初！同時開催

カラセンめぐり市

栃
木
県
内
で

初
め
て
開
催
! 　JR烏山線沿線まちづくり推進協議会では、「JR烏山

線沿線地域（那須烏山市・高根沢町）の魅力をシェア
し、“行きたくなるような”写真」をテーマにインスタ
フォトコンテストを開催しています。
■応募方法　応募手順は大きく　つ！2
①JR烏山線沿線まちづくり推進協議会インスタグラ
ム公式アカウント「@enrokarasen」をフォローする。
②「#karasengadaisuki」「#からせんがだいすき」
の　つのタグを付けてインスタグラムに投稿する。2
■フォトコンテスト実施期間
　2018年11月30日晶まで
■応募に関する注意
　写真は高解像度で撮影（600万画素以上）したもの
を投稿してください。
■特典
　投稿者の中から入賞者　人に那須烏山市と高根沢町5
の特産品をプレゼント。また、入賞者　人と佳作15人5
の写真を掲載した写真集を作成してプレゼントします。

◇
　詳しくは、同協議会ホームページ
（http://www.enro-karasen.jp/）をご覧ください。

インスタフォトコンテスト開催中
～からせん（沿線）小さな出会い～
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　薬剤師は、医薬品全般について、幅広い知識を持つ
「薬」の専門家です。薬局での窓口業務の他に、在宅で
療養をしている患者で、通院が困難な人には、医師の指
示に基づき患者のお宅を訪問しています。

シリーズ 

　皆さんはLINEやFacebook、TwitterなどのSNS（ソー
シャル・ネットワーキング・サービス：インターネット
上において友人・知人等とつながり、交流できるウェブ
サイトサービス）を利用していますか？2016年の総務
省の調べによると、SNSの利用率は全体で71.2％、20
歳代は97.7％と、非常に多くの人が利用しています。
　SNSは、多くの人と簡単につながることができる便利
なものです。しかし、その便利さを利用した詐欺やトラ
ブルも増えています。

　表をご覧いただいてもわかるように、未成年者の多く
もSNSを利用しています。保護者より子どもの方が
ネットに詳しかったとしても、経験が乏しい子どもだけ
では対処できないトラブルもあります。子どもに、ネッ
トの安全に関するルールを教えることは、交通規則を教
えるのと同じくらい重要なことになっています。
　ネットやSNSでできてしまうこと、今ネットやSNS
で何が起こっているのかをよく知って、自分の身や子ど
もたちをトラブルから守りましょう。

消費者コラム⑯ 

那須烏山市消費生活センター（烏山庁舎1階、商工観光課内）
【専用電話番号】0287−83−1014
【受付時間】平日9：00～12：00、13：00～16：30
※土・日曜日及び祝日は「消費者ホットライン緯188
（局番なし）」へご相談ください。

【消費者の皆さんへのアドバイス】
①SNSで知り合った相手の話をうのみにしない！
②個人間での取引は補償がないので慎重に！
③SNSに登録・掲載する情報はよく確認・検討を！
④SNSの投稿は友人だけでなく、知らない人に見られ
　る可能性があることを忘れずに！

〇薬の管理が難しい・飲み忘れが多い場合などの対応
　飲み忘れや飲み誤りなど、薬の管理が難しくなってい
る場合、患者と家族と相談して、薬を　つの袋にまとめ1
る一包化やお薬カレンダー
の利用などを検討します。
また、家に飲み残した薬が
多くある場合は、処方医と
連絡を取り、薬の日数など
を調整することもできます。
○飲みにくい薬への対応
　錠剤やカプセルが飲み込みにくくなってきた患者には、
処方医と相談のうえ、口の中で溶ける薬（OD錠）や粉
薬への変更なども検討していきます。

◇
　薬剤師は、地域の医療・介護の専門家とチームを組ん
で、在宅訪問に取り組んでいます。
※在宅についての疑問や、在宅に対応し
ている薬局かなど詳しくは、かかりつ
けの薬局・薬剤師にご相談ください。

南那須薬剤師会

Part　3在宅医療のあれこれ

消費者ほっと樺らいふナビ

薬剤師が行う在宅医療

こんなことでお困りではないですか？

・体が不自由で薬局に行けないので、自宅
　まで届けてほしいな…
・いろいろな病院から薬をもらっているけど、飲み方や
飲み合わせは大丈夫かな？
・薬の管理が難しくなってきたので、何か方法はないかな？
・最近、薬が飲み込みにくくなってきたので、何か方法
はないかな？

○薬の「飲み方」や「飲み合わせ」、「副作用」などの説明
　自宅に訪問した際、患者の体調や生活状況（食事内容
や健康食品・サプリメントの使用など）を把握し、お薬
の効果に影響がないかを確認します。

薬剤師はどんなことをしてくれるの？

飲み残した薬の
量は、在宅の75歳
以上の高齢者だけ
でも年間500億円
を超えるとも
言われています!

30代20代10代SNS利用率
（2016年） 92.1％97.7％81.4％

全体60代50代40代
71.2％30.7％60.8％78.3％

【SNSをきっかけとしたトラブル事例】
・SNSで知り合った人から出会い系サイトに誘導された
・SNSの知人からマルチ商法に勧誘された
・SNSの「チケット売ります」の投稿を見てお金を振り
込んだがチケットが届かない
・SNSの広告を見て「お試しサンプル」を注文したが定
期購入になっていた

（出典）総務省情報通信政策研究所「情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査」



まちのわだい

ちちちまちまままま わわわだだいいいいいのののの
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お
お
ぎ
す
ホ
タ
ル
の
夕
べ
コ
ン
サ
ー
ト

　

里
山
大
木
須
を
愛
す
る
会
（
川
野
邉
眞

会
長
）
に
よ
る
「
第　

回
お
お
ぎ
す
ホ
タ

14

ル
の
夕
べ
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
、
6
月
9
日

松
、
大
木
須
の
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
公
園
で
開

か
れ
、
約
5
0
0
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
客
席
の
テ
ー
ブ
ル
に
置
か

れ
た
ロ
ウ
ソ
ク
の
火
が
辺
り
を
照
ら
す
中
、

宇
都
宮
市
で
活
動
す
る
音
楽
団
体「
ロ
ス
・

コ
ン
パ
ニ
ュ
ロ
ス
」
に
よ
る
南
米
の
音
楽

「
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
」
を
メ
イ
ン
と
し
た

コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
陽
気
な
音
楽
で

来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
辺
り
が
暗
く
な
っ
た
午
後
8
時

頃
。
水
路
に
は
無
数
の
ほ
た
る
が
現
れ
、

来
場
者
か
ら
は
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
会
は
、
6
月
2
日
松
か
ら　
30

日
松
ま
で
公
園
内
に
「
ほ
た
る
案
内
所
」
を

開
設
し
、
市
内
外
か
ら
訪
れ
た
約
1
3
2

0
人
を
観
察
ス
ポ
ッ
ト
へ
と
案
内
し
ま
し
た
。

興
野
ほ
た
る
の
夕
べ

　

6
月　

日
掌
に
は
、
興
野
ほ
た
る
の
里

10

づ
く
り
環
境
保
全
会
（
阿
相
孝
一
会
長
）

に
よ
る
「
水
路
ク
リ
ー
ン
＆
興
野
ほ
た
る

の
夕
べ
」
が
興
野
集
会
所
で
開
か
れ
、
地

域
住
民
な
ど
約　

人
が
訪
れ
ま
し
た
。

50

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
天
気
に
よ
り
、

ほ
た
る
の
鑑
賞
会
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
同
会
で
考
え
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

市
内
各
地
で
ほ
た
る
の
保
全
な
ど
に
取
り
組
む
団
体
が
、
ほ
た

る
祭
り
や
観
察
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
で
は
、

環
境
汚
染
な
ど
で
ほ
た
る
が
減
少
す
る
中
、
市
内
の
豊
か
な
自
然

を
守
ろ
う
と
、
ほ
た
る
が
生
息
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
た
く
さ
ん
の
ほ
た
る
が
幻
想
的
に
夜
空
を
飛
び
交
い
、

訪
れ
た
人
々
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

幻
想
的
な
光
が
舞
う

各
地
で
ほ
た
る
イ
ベ
ン
ト
続
々
と

魚類生き物調査（興野）魚類生き物調査（興野）。。

コ
ー
ス
内
の
水
路
ク
リ
ー
ン
作
戦
や
魚
類

生
き
物
調
査
、
ほ
た
る
の
勉
強
会
な
ど

様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

横
枕
ほ
た
る
祭
り

　

6
月　

日
松
、
横
枕
青
年
団
（
生
魚
貴

16

宏
団
長
）
に
よ
る
「
第
9
回
横
枕
ほ
た
る

祭
り
」
が
横
枕
文
化
伝
承
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
、
約
3
0
0
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

元
日
本
リ
ー
グ
所
属
の
佐
藤
敬
さ
ん
ら

に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
教
室
が
開
催
さ
れ
、
今

年
は
初
め
て
那
珂
川
町
の
馬
頭
東
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
も
参
加
し
、
地
域
の
子

ど
も
た
ち
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
毎
年

恒
例
と
な
っ
た
動
植
物
生
き
物
自
然
観
察

会
で
は
、
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
一
緒
に
、

会
場
付
近
の
水
路
で
水
生
生
物
な
ど
を
採

集
・
観
察
し
ま
し
た
。

　

日
が
暮
れ
る
こ
ろ
に
は
、「
ほ
た
る
カ

フ
ェ
」
も
オ
ー
プ
ン
し
、
手
作
り
ケ
ー
キ

や
紅
茶
な
ど
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

猿
久
保
田
ん
ぼ
公
園
ほ
た
る
の
観
察
会

　

荒
川
南
部
地
域
保
全
会
（
久
郷
道
泰
会

長
）
に
よ
る
「
ほ
た
る
の
観
察
会
」
が
6

月　

日
松
、
小
塙
の
猿
久
保
田
ん
ぼ
公
園

16
で
開
か
れ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
約　
80

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
公
園
は
、
今
年
、
例
年
に
な
く
ほ
た

る
が
現
れ
、
公
園
へ
向
か
う
沿
道
に
は
、

ほ
た
る
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。
参
加
者
た

ち
は
、
同
会
員
ら
の
案
内
の
も
と
ほ
た
る

の
観
察
や
幻
想
的
な
光
を
鑑
賞
し
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

フォルクローレコンサート（大木須）フォルクローレコンサート（大木須）。。

サッカー教室（横枕）サッカー教室（横枕）。。ほたるを観察（猿久保田んぼ）ほたるを観察（猿久保田んぼ）。。
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ど
好
評
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
い
と

い
い
ま
す
。

　

3
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
6
月
8

日
晶
に
は
、
約　

人
が
訪
れ
、
お
よ

30

そ
2
時
間
に
わ
た
り
、
ギ
タ
ー
や
ピ

ア
ノ
の
伴
奏
で
昭
和
の
名
曲
や
懐
か

し
い
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
な
ど
約　

曲
80

の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
中
か
ら
、
リ
ク

エ
ス
ト
に
応
え
、
参
加
者
と
一
緒
に

歌
声
を
響
か
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
途

中
の
休
憩
に
は
、
市
民
カ
フ
ェ
特
製

の
ス
イ
ー
ツ
と
コ
ー
ヒ
ー
が
振
舞
わ

れ
、
参
加
者
同
士
の
会
話
を
楽
し
み

な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

市
民
カ
フ
ェ　

番
館
で
開
か
れ
て

35

い
る
歌
声
広
場
が
話
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
7
月
に
本
市
に
移

住
し
て
き
た
「
音
の
旅
人
く
み
∞
せ

い
」
こ
と
川
崎
清
一
さ
ん
と
く
み
さ

ん
夫
婦
が
、
音
楽
を
と
お
し
て
ま
ち

お
こ
し
が
し
た
い
と
今
年
4
月
か
ら

始
め
た
イ
ベ
ン
ト
。
市
民
カ
フ
ェ
を

経
営
す
る
ス
タ
ッ
フ
が
協
力
し
、
毎

月
1
回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
回
、
地
域
住
民
の
ほ
か
、
評
判

を
聞
き
つ
け
、
日
光
市
や
佐
野
市
な

ど
市
外
か
ら
も
訪
れ
る
人
が
い
る
ほ

朝食を提供するクロスアクションのスタッフ朝食を提供するクロスアクションのスタッフ。。

朝摘みさくらんぼ狩り×モーニングカフェ

さくらんぼ園で朝の優雅なひと時を
　観光さくらんぼ園「ぼくんちの樹」で、　 月10日掌、「朝摘みさくら6
んぼ狩り×モーニングカフェ」が開かれ、地域の親子連れなど22人が
参加しました。
　これは、開園　周年特別企画としてNPO法人クロスアクション（高5
橋誠一代表）と同園（川田輝男代表）が共催で開いたもので、さくら
んぼの食感が一番おいしいとされる早朝にさくらんぼ狩りを体験して
ほしいという思いから企画されました。
　当日、参加者は早朝　時からさくらんぼ狩りを体験。その後、朝食7
として、同園の川田代表が手作りしたポテトサラダやヨーグルト、さ
らには、紅さやかと佐藤錦のさくらんぼで作ったジャムのほか、大和
久福祉会就労支援事業所パン職人いっぴのパンが振舞われました。参
加者は、真っ赤に実ったさくらんぼと緑の葉が生い茂る園内でのモー
ニングカフェを楽しみました。園内でモーニングカフェを楽しむ参加者園内でモーニングカフェを楽しむ参加者。。

市
民
カ
フ
ェ
で
歌
声
広
場
昭
和
の
名
曲
や

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
楽
し
む

マ
イ
ク
を
回
し
な
が
ら
昭
和
の

名
曲
な
ど
歌
を
楽
し
む
参
加
者
。

　

そ
の
後
、
魚
の
つ
か
み
取
り
体
験

が
行
わ
れ
、
那
珂
川
中
央
漁
業
協
同

組
合
の
協
力
で
ニ
ジ
マ
ス　

キ
ロ
が

30

隣
接
す
る
水
田
に
放
流
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
素
早
く
逃
げ
る
ニ

ジ
マ
ス
を
懸
命
に
追
い
か
け
、「
捕

ま
え
た
!
」
と
元
気
な
姿
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昼
食
に
は
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
手
作
り
し
た
「
古
代
米
の

お
に
ぎ
り
」
と
「
と
ん
汁
」
が
振
る

舞
わ
れ
、
田
植
え
や
魚
の
つ
か
み
取

り
で
疲
れ
た
体
を
癒
し
ま
し
た
。

　

ど
ろ
ん
こ
田
ん
ぼ
体
験
事
業
に
取

り
組
む
七
合
会（
木
村
保
司
会
長
）と

大
桶
地
域
み
ど
り
保
全
会（
木
村
義

二
会
長
）で
は
、
5
月　

日
掌
、
古
代

27

米
の
田
植
え
体
験
を
開
き
ま
し
た
。

　
　

回
目
を
迎
え
る
こ
の
体
験
に
は
、

18
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
や
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ

ト
、
若
鮎
ク
ラ
ブ
、
育
成
会
、
桔
梗

寮
の
子
ど
も
た
ち
な
ど
約
1
5
0
人

が
参
加
。
古
代
米
な
ど
4
種
類
の
苗

を
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
泥
だ
ら

け
に
な
り
な
が
ら
一
生
懸
命
に
植
え

ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が 
ど
ろ
ん
こ
田
ん
ぼ
の
田
植
え古

代
米
の
田
植
え
体
験
。
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〇
梅
雨
明
け
早
か
っ
た
で
す
ね
。

関
東
甲
信
で
6
月
の
梅
雨
明
け

は
統
計
開
始
以
降
初
だ
と
か
…
。

平
年
よ
り　

日
早
い
と
聞
い
て

22

ち
ょ
っ
と
ビ
ッ
ク
リ
！
急
に
猛

暑
日
が
続
い
て
体
が
つ
い
て
い
き
ま
せ
ん
。

〇
暑
さ
の
せ
い
な
の
か
、
最
近
、
家
の
玄

関
を
車
の
カ
ギ
で
閉
め
よ
う
と
グ
リ
グ
リ

し
て
い
た
り
、
踏
切
の
手
前
で
一
時
停
止

し
た
ま
ま
「
信
号
変
わ
ら
な
い
な
～
」
と

何
か
勘
違
い
し
て
し
ば
ら
く
止
ま
っ
て
い

た
り
…
（
も
ち
ろ
ん
、
信
号
機
な
ん
て
な
い

ん
で
す
け
ど
）。
ち
ょ
っ
と
自
分
で
も
い

ろ
ん
な
意
味
で
心
配
に
な
り
ま
す
が
、
全

部
暑
さ
の
せ
い
だ
と
思
っ
て
い
ま
す（
笑
）

〇
う
ち
の
母
も
、
こ
の
間
「
今
夜
は
、
チ
ー

ズ
カ
ッ
タ
ル
ビ

毅

毅

毅

毅

毅

よ
！
」
と
言
っ
て
い
た
っ

け
。
正
解
は
、「
チ
ー
ズ
タ
ッ
カ
ル
ビ

毅

毅

毅

毅

毅

」
で

す
。
そ
う
と
う
夕
食
の
支
度
が
カ
ッ
タ
ル

か
っ
た
ん
で
す
ね
～
。
こ
れ
も
暑
さ
の
せ

い
に
し
て
お
き
ま
す
。

〇
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
私
は
、
暑
く
な
り

そ
う
だ
な
と
思
っ
た
日
は
、「
梅
干
し
」を

食
べ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
熱
中
症
対

策
に
梅
干
し
を
入
れ
た
ド
リ
ン
ク
が
良
い

よ
う
な
の
で
、
今
度
挑
戦
し
て
み
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
！
お
祭
り
ご
と
が
増
え
る

こ
の
時
期
、
み
な
さ
ん
も
体
調
管
理
気
を

付
け
て
く
だ
さ
い
ね
～　
!!

赤
ち
ゃ
ん
名　
　
（
保
護
者
）
住　
  
所

石　

川　
 
陽 　
 
翔 （
将
之
・
直
美
）神　
　

長

は
る 

と

水　

井　
 
奏 　
 
汰 （
健
太
・
麻
衣
）大　
　

金

か
な 

た

野　

尻　
 
明  
日  
香 （
真
紀
・
智
子
）月　
　

次

あ 

す 

か

粟　

野　
 
尋 　
 
翔 （
博
明
・理
恵
子
）興　
　

野

ひ
ろ 

と

大　

金　
 
咲 　
 
穂 （ 
順 
・
由
莉
）志　
　

鳥

さ 

ほ

小　

川　
 
幸 　
 
花 （
真
幸
・
花
苗
）谷
浅
見

ゆ
き 

か

齊　

藤　
　
　
 
要 （ 
研 
・
留
美
）志　
　

鳥

よ
う

栗　

田　
 
湊 　
 
翔 （
智
史
・
仁
美
）下
川
井

み
な 

と

深　

津　
 
芽 　
 
吹 （
英
司
・
幸
子
）東　
　

原

め 

ぶ
き

※
こ
こ
で
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者
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れ
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の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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勝
：
生
魚
祐
晴（
白
堊
会
空
手
道
）　
［
小

学
1
～
2
年
女
子
組
手
］▽
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3
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堊
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手
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）

●
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回
栃
木
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年
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空
手
道
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掌
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）

［
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学
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年
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組
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準
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勝
：
大
輪
莉

央
奈（
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道
）　
［
小
学
3
年
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子
組
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］

▽
第
3
位
：
荒
井
萌
維（
白
堊
会
空
手
道
）

●
平
成　

年
度
春
季
婦
人
バ
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ー
ボ
ー
ル
大

30

会（
6
月
4
日
捷
～
6
日
昌
、南
那
須
中
体
育
館
）

▽
優
勝
：
四
ツ
葉　

▽
準
優
勝
：
か
ら
～
ず

▽
第
3
位
：
藤
田

　確定申告書の「データ引き
継ぎ」を積極的に実施したと
して、　 月19日昇、市役所6
烏山庁舎で氏家税務署（大谷
克彦署長）から本市へ、感謝
状が贈呈されました。
　このデータ引き継ぎとは、
市町村の申告会場において申
告書作成システムを利用して
作成された所得税などの確定
申告書を税務署へe－Taxにより送信するというもの。同税務署管内
の　市町でも、住民サービスの向上と行政の効率化を図ろうと、平成6
29年分確定申告期の30年　月から運用を開始しました。1
　29年分の確定申告で本市が約2900件、　 市町全体では約　万　6 1 2
千件のデータを送り、全国524の税務署別でトップの送信件数となり
ました。大谷署長は、「全国で　位になれたのも　市町すべてがデー1 6
タ引き継ぎに取り組んでくれたおかげ。今後取り組む自治体のモデル
ケースになる」と謝辞を述べました。

●
第　

回
栃
木
県
壮
年
ソ
フ
ト
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ー
ル
大
会
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日
掌
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地
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日
昌
、南
那
須
中
体
育
館
）
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健
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念
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館
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ン
ア
リ
ー
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果

ス
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ツ
の
結
果

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

■
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　

新
田
泰
三
様（
東
京
都
練
馬
区
）、
高
橋
聡
様

（
神
奈
川
県
横
浜
市
）か
ら
各
1
万
円
、
新
沢
清
様

（
東
京
都
目
黒
区
）か
ら
8
万
円
、
匿
名
希
望
者
様

　

人
か
ら
計　

万
5
千
円
が
本
市
に
寄
附

19

21

さ
れ
ま
し
た
。

■
市
立
図
書
館
図
書
寄
贈

・
山
田
清
様（
森
田
）か
ら
「
食
と
農
、
地
域

へ
の
想
い　

随
筆
「
や
み
ぞ
」　

年
の
あ

20

ゆ
み
」
4
冊
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

ごご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

住民サービスの向上と行政の効率化に貢献！

氏家税務署から市が感謝状を授与

大谷署長から感謝状を
受け取る川俣市長。
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市の人口市のの人人口市の人口市の人口
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後
記

新新新着着着着図図図図書書書書
2018.6.1現在
（　）対前月比

※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。

男
出生
転入

12,810 女
死亡
転出

13,073

人口 25,883（－29）

世帯数 9,404

45
51

10
57
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★一般図書★
『マンガでわかる！人工知能』松尾　豊
『ふしぎな県境』　　西村　まさゆき
『成功ではなく、幸福について語ろう』

岸見　一郎
『あなたは　秒で熟睡できる』松原　英多5
『シルバー川柳入門』　水野　タケシ
『自宅でできる！筋力トレーニング大全』

山本　圭一
『おなかがすいたハラペコだ。　』椎名　誠2
『曇り、ときどき輝く』　　 鎌田　實
『恋の川、春の町』　　 風野　真知雄
『ロンリネス』　　　　　桐野　夏生
『ふたつの夏』　　　　谷川　俊太郎
『青嵐の坂』　　　　　　　葉室　麟
『ミルク・アンド・ハニー』村山　由佳
『ニードルス』　　　　　花村　萬月
『六月の雪』　　　　　　乃南　アサ

★児童図書★
『超能力者大百科』　　こざき　ゆう
『目に見えない微生物の世界』

エレーヌ　ラッジカク
『動物進化ミステリーファイル』

大渕　希郷
『君たちは夢をどうかなえるか』

松本　零士
『滞空型キッズおり紙ヒコーキ』

戸田　拓夫
『まさかのハッピーエンド　　』1

サラ　ムリノフスキ
『うみにいったネコ』　　石井　綾子
『フェルムはまほうつかい』

スギヤマ　カナヨ
『ねるじかん』　　　鈴木　のりたけ
『おしりどろぼう』　　　陣崎　草子
『おしらさま』　　　　　柳田　国男
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コ
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コ
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手
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持
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井
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庭
の
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枯
れ
て
庭
師
の
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が
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恒
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落　

合
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つ
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応
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氣（
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コ
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独
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舩
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一（
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田
）
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歌
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悦
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選

五
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晴
れ
体
育
祭
の
声
援
は
校
庭
中
に
鳴
り
響
く
な
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須
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孝
子（
城　

東
）
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空 
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ア
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サ
イ
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や
か
に
心 
惹 
か
れ
る
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ぞ
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あ
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ひ

愛
ら
し
い
花　
　
　
　
　
　

清
水　

利
夫（
志　

鳥
）

優
し
い
介
護
足
ら
ざ
り
し
を
悔
い
せ
め
て
も
と
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
飾
る
心
う
つ
ろ
に　
　

川
俣
登
志
子（　

旭　

）

夕
焼
け
が
き
れ
い
だ
よ
と
う
夫
の
声
家
事
の
手
を
止

め
二
階
に
急
ぐ　
　
　
　
　

安
藤　

白
麗（　

旭　

）

安心な暮らしをサポート！
三井住友海上代理店

（有）しおや保険事務所
◇損害保険：自動車・自賠責・火災・地震・使用者賠責
◇生命保険：新総合収入保障・新医療・ガン・年金
◆お問合せ  〒321－0526　那須烏山市田野倉383
　　　　　　TEL：0287－88－9870
　　　　　　FAX：0287－88－0234

ラジオ「なすから情報局」絶賛放送中！
　レディオベリー（FM栃木）で那須烏山
市の魅力をお届けする「なすから情報局」
を放送しています。
放送局：76.4FM　RADIO　BERRY
日時：毎週火曜日午後　時30分～3
　　　※10分間
※番組の進行状況により開始時間が遅れる場合があります。
■まちづくり課　緯0287－83－1151
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烏
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央
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１
番
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号
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て
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送
で
作
品
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
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烏山学＋（プラス）

　烏山高では、「烏山学」の発展型として、今年度から　年2
生を対象に「烏山学＋（プラス）」がスタートしました。
　「烏山学＋」では、「烏山の外から烏山を見る」というこ
とをテーマに、昨年度行った烏山学から発展した　つのプ8
ログラムに分かれて学んでいきます。
　その初めの活動として、共通プログラム「烏山城を知る」
が、烏山高で　月28日捷に開かれ、埋蔵文化財センター前5
所長の上野修一さんを講師に、地域学習の意義に関する講
話が行われました。その後、生徒たちは、　 月30日昌、　5 6
月13日昌、18日捷の　日間でクラスごとに烏山城跡に訪れ、市文化振興課学芸員の案内で城跡を巡りました。3
説明を聞きながら烏山城の門の跡地や、石垣、堀を見学することで当時の情景を思い浮かべ、市の歴史に思いを
馳せました。

　

烏
山
城
と
関
わ
り
の
あ
る
文
化
財

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

宮
原
八
幡
宮
は
、
延
暦　

年
（
7

14

9
5
） 
坂 

さ
か
の 
上 

う
え
の 
田  
村  
麻  
呂 
が 
蝦  
夷 
討
伐

た 
む
ら 
ま 

ろ 

え
み 
し

の
勝
利
を
祈
願
し
、
筑
紫
山
に
宇
佐

八
幡
を 
勧 かん 
請 
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ

じ
ょ
う

れ
、
明
応
2
年
（
1
4
9
3
）
烏
山

城
主 
那  
須  
資  
実 
が
城
域
拡
張
を
行
っ

な 

す 
す
け 
ざ
ね

た
際
、
現
在
地
に
移
転
遷
宮
し
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

生 徒 の 　　年　須田菜月さん（中央）2生 徒 の 　　年　仲沢伊織さん（野上）2
　長年烏山に住んでいましたが、高校の近くにかつて立
派な城があり、今年が築城600年の記念の年であるとい
うことは知りませんでした。今回、学習して、烏山城は東、
西、南側に川があり、北には谷が複雑に入っているために、
簡単には攻め落とされないような立地であるということ
を知りました。また、今でも江戸時代に作られた石垣や堀
が残っていて、歴史を感じることができ、自分が生まれ
育った市の歴史についてもっと知りたいと思いました。

　学芸員からの説明で、城を何度か攻められたことが
あったものの、撃退したという話を聞きました。実際に
訪れてみて、確かに簡単には攻め落とされない城だと感
じました。烏山にかつて城があったことは知っていまし
たが、実際に城跡を見ることで、改めて烏山城や市の歴
史に興味をもちました。僕は、歴史ある烏山に住んでい
ることを誇りに思います。もっといろいろな人に市の歴
史や烏山城について知ってもらいたいと思いました。

　

以
後
、
歴
代
城
主
の
崇
敬
と
庇
護
を
受

け
、
多
く
の
文
化
財
が
現
存
し
てい
ま
す
。
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城
内
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た
め
、

い
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く
ら 
し
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た
ね

現
在
地
に
移
転
し
ま
し
た
。
下
那
須
氏
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代
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資 すけ 
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・

も
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・

ざ
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資 すけ 
房 
・ 
政 

ふ
さ 

ま
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資 すけ

・ 
高 たか 
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・

す
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胤 
）
の
も
の
と
推
定
さ
れ

た
ね

て
い
ま
す
が
、
墓
石
名
は
風
化
に
よ
り

判
読
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
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